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ii研究ノート ii

{某護費{査者瞳覇王罪における

r{畢護費{壬」 についてのー毒事は)

松原和彦
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保高J..任ι池宮叫における「保説貞任」についての一考t'fげ)

第4章現行刑法下における学説・判例の展開(戦前)

ここまで、羽行刑法に|羽するぷ必の削提として、旧刑法に|羽するぷ論、すな

わち、第 lt;rではJL法議論、第 2草では学誌の状川、について、そして第 3t;'r

では、それらを承けて別行刑法への改ifぷJUについて、汀ノ「J璽棄」の捉えブJ、

③それと「保高責任(行)Jの関係と(具体的}根拠(範囲)、必保高責任{'i'遺

棄以の加重処罰恨拠、の日占を軸に蒋坦しときた〕本章は、現行灯w、に関する
議論のうち、戦前の学ぶLと刊例のそれぞれの反聞と、当時のドイフにおけると芋

説の状況、の整理等を門的と tるが、その前に、市I章ないし第3章の内容を

簡単に振り返っておくの

まず、第 I 章 ごは、::1)'昔 i血遺棄~)ド(沼67長ない L338，'$)では「15棄」のみが、

尊属遺棄罪 i:l63条、 364条)ではそれに加えて「不幸義」が、処制されており、

「泣棄」ごは作為的形態が念頭に世かれていたこと、②'保議責任者I立棄以の

前身である有償受託長遺棄罪 (338条)では、主体の範凶が守、，とは能関係に、 l有

償受託音」に明確かっ限定されており、他方、中純迫撃非 (~1:i6条、お7条) ご

は、その主体には視が含まれ、また、その範附が解釈上限定される可能性があっ

たこと、⑤"有f賞受託fI;I且業埠の形式的加E処罰恨拠は「有イ貫性」にあるが、

その実質的意義が不明瞭であったこと、が示された。

これを卓けて第 2章では、学説を論者の立場などに従って盤珂した結果、

l遺棄」が義務博怠行為として理解され、それには作為的形態と不作為的形態

があると一般的に列解されていたこと、後者の形態には、 11為義務が必要であ

るとする兄角Mずあったこと、③'ぜノ，0)影響から、単純遺棄罪の烹体的事1i1汁|が解

釈ト限定されていたこと(判例も|ロj様J、においど不作為的形態の場合に

作為義務を必要とする見解も、そのことと「右両首受託者」の理解を関係づけて

はいなかったこと、③， C有償刊しの実質的忠義は、信任/信肘/信頼関係の

破奴に求められていたこと、が不された。

そし亡、第 3 草では、くむと::~::に関してのjÕ接的な?評論は存在し なかったこと、

「保諜責任者」は「扶誌のま主務のある者」とされていたが、それは、治 主

的には民法上の扶養義務者であると解釈fることができ、また、 i円刑法との問

係を主意すると、その者から委託された者も含むと理解し得たこと、つまり、

jill~~~ よりも相めて限定された主体が想定きれ亡いたこと、が不きれたり加え亡、

18刑口、の単純泣烹1ドの主体に該斗していた者の多くが「保議費伴者」に吸収さ

北法S7(S'3:i9)2:i4S [194] 



研市ノ

オLナため、単純遺烹午 (!)J主.~.4tド1i が fii~.めて 2;はされた三とも小された(jJi1"、

これまじ不妊L誌と主れて γ た折、 ?なわち、 i'!Sf~烹義務J片」ではない rp子守l た

;羽生罰すること iな 1た円能にrは|分にある()( 

以上をI--}¥(j て J，<-';~;: ~立、町市 J\ 学誌のみならず判例のhl.問、更には、守一誌の

liftt にあた当時のドノツにおける J子説の状況、 o，~-'if史的fi述/教理千をじ的

れいがj(，~ ;，止、先;こ述¥:た、l、ないし'::{'S::判;二週司L(7)形成過怪ふ摘さ山

1"行IhiJ)、大宮佐子:Jl九争時系列的(.:::'~.手辺して、ふに同「る辺角Eの定 i霊や苧~R.

L -i 10 

との関係}こü:瓦しながら辿り(第 2 節)、沼山~(/))1ρkに人きな影響を与えた当

時のドイ J における子五誌を、 -0 と C~:;を対に藍悲し 必~ì;~ とし)Ï7司係に検討を )J~ え

2h L鴇 1 ミ~_ I て最絞:ニ、 これらやまとめる lきち F 節j

第 1節 通説の形成1

まず、 li塁 :~f::J ド院す令通r止のた以道民全性勺てみよう

j見行甘い、LU907i明治判}午μ公布、 19悦!明治i!l; 1'f-(:..施1:、されとが、

~~Y(II 議論に重以な\'/j:去で|叫与した1北部副郊の Jく一杏ー改 11 刑法正解 h ずはすに(こ、

i i与毛」には 2 つの:~~t主がめると説 l汁台れ Tt ミた泣手誌は決内:) i午安Jへきfr

争主たりに L九る場介(ぷ十、 白き主 i}J l~ ;，" う。)と〆とや池所に修す場介[ぷ

|¥「移民)いう ，i ムを)1、に包合すJるl(7) ~C-，::1-;る 確かに、 r三県の概~~

一仁、これらの古七十三のある二とは字t)るに:/1定されf与る炉、 しかし、政当日;之、マこ

から更にjせんで(?】、è;5続 ;4県持乙保烹古 1千 ff〕立~さ維と、それを担なッミ河

骨 U~ ~'， I 遺棄の相，H1しといっぺ)しなかコたl

これに対して、神谷健土 神J長以江主l立ての普古 lトω，;+論ユ 手、{rl奈の併すじ
1l~ :'こ-;iJ:A I.~ た i .i'青烹の紺古川に其範明は;i'l)法子!芸能なる刊記の に同す j

ると市置きした己じ「遺呆(l)思表は如何に2_~:':ci:むへ与か 50;)?~ (1)学~J~ に於、

JE哉の月子lき奇 Ji~1人の 主i'.~Uつを組問どす，fJè刑法の解釈に!けでもづl、乙に吹ふ奇

守、 i節で参i出ヲる丈lてk(之、できる以 'j初枝を8;，、る:と三寸とご
2 ~j警部開;正『改 11.illJ日、;，L1ffJI じ90;'[f札台40;)4百江川下、波打。1F1L:.8p. と

叶片付るにんなお、筆主がさき出 L たのは、下 1: 本、n王貞{料全集日1:と主3バ:， l:n~)

i: Lて?立 IJされたものであるの

C浩I1女:]i'遺案内概念に勺いて ↑1'11 '万二作為枕念との院イユを中心、亡して J 
早稲出大字口、研論文おうデ¥1933;'/::Ff参照こ

ー ~.Û、 7:日338)三出H



γ→戸量点任 ι;t'J. 'Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

↑史と寸 jとLて、 r~-号宅 J を狭-it~!);貴きそ(移置1 と山AO潰烹(移置と晋き工 hl

とに分鋲し 単純1E某葬C;1 i塁手詫Jiよ前サふ古来する4、と説明 たのとある

このように、「透明で」ト::*1ずる通説の湖沼万三当時のドイツす:JU、了(あつにこ

Fはう]わかであゐ lべでは、これ('" 1+果敢;直也(巧).~ r~;i、 Yの上うに関係ゴ

げりれたのだろうかご

当初、この点は明ど主には吉識されてし冶なかてJ むようで島 10 171ぇ;ニ、宗..-:tJi 

官lhiZその昔苦二、el:lfli:4司1Ji)、論、 ご、「保~i皇賞 11 なさ菅l土、1干に保談争うへす

とのヰ実に凶て刑F更を員!IIせ "1"して宮、去、;-'lとム去、のみにては遺烹f二三百す従

ι同iz道路(こ棄ノnあ i")jtt行者とを十人口11，せすし('Ìtl;返する{以下、「棄;11イ、以 ，~}J

事付」こいつ)も遺:R:罪芥川て請すゐここえ得-9"J'と説明したのある

これに対して、 ;C;劫え応u土その告書、刑法存託!呑J 刊、次のようにその

点に勺いて明徒に百止した。 l狭義の遺%は夜F以内の舟700羽ら行為にのみ悩，"

C成すするものに!~ '-C~Wti'fi' :fJ~I)同二お11 - ;ちぶれー為;こ|苅 1) 、戒すするものに~JÞ-9'-c. 

m極的町子為l!::t~ ス行為;，~~するは J主に行為長 i'fば宇治、。)義務ある tt; i~ ¥，-1忠る h

l位!、 般iti.京i涼をほ定L允る第 1'11七主的)i!i詰込京!i、ヰl.i狭義の法主の

と9 大崎みを川和するものにしてlム義の芦烹をお合止すと併す¥乏なり

4件谷健つに 神j車問主 l押lιム詳戸市巴(，913[大王ヮ'¥014支以下参照(以下一

体作ニ神!P:古手市「 と引用す一ゐ行， 0 

もっとも、神谷=持出幻前に、大砧;jL~訪人ドイソ υ) 苧説今参照)にいたよ

うだが、主':1行 中Ilrmζ;ょ宍志リ、校長の遣がふお君、広設のぞれややf冒と広義

の司、保談、 Jム去のそれを包き土()と0):去のそれ、と説叫 L/'， /、場茂同 IflJ

渋谷論上手集J (J9()9 明治z;:-~ J 勺頁以 p呑照〔以人以号 斗論巴》引「打す

る。jυ これはJ)!，イI→クn'.OJa日ぴ)1つでめる、

G もっとも、 "'''''J高之助は、出縄J込裳ヨドても I被害者を中'''''1古1ι くはやよ冒し初、制

約可能を]i!l-fi号寸るや以マ犯罪や侍iUG-'J-J るこヱ張していた 1111凶l告，zHJ;司IJ法
子、埋，ヨ121ノ、IT: ，;) 36z.¥頁 J人F、山高 原担 c: 引用 r ，~ ハ)乙丙書36;;頁

も参回一こiL1)J克也¥1)有力説円;つである

I 束事í-n~ ~ ~:J: lf~ [;;$:Jf-Ilì去 ~~:i :0; :-::~ I T坂J' 191口、明治13J、初版1908~明治 1 1]) 

'/6Hr ¥];，¥下、泉一ヨ日ンドjfljil、前lとヲjilする L

持入二7告『各論~ 1328.0 

η もコ止も、移世を vι 品形話、置さ J リを小れ l台湾M~ (:する辺訴に対しては、

その説、木村t8._. (=-ぶってUreされるハ小付/ll， 百刑法与詰」け939rBc和1(1)
12 日以 l 恕 l'討 l 以 i\ 本HII 各 ~í} 11 と引出するこ /0 なお、筆者が~t:;出しナグl(立、

二日誌57(仁 :nl) 2:~4:l ~1961 
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。;j主烹J 山理解が、当時のドイアj川法ぷ C)影野を i，C':;~: げてし ιたようである

ことこ併せ考えたと主、このJどもその影響があった乙品調1:ミれる l

では、「保設古イヲ L者)Jそれ自14:!之、どのよペl二浬鮮され ('..1.t、のだろうか1

同え~，1 、 l手主計 lii久保~~ I 責任の加、 ~i立法令 i 某くト弓 'JJ:jの必約に凶る〉を同は J

ない"と説H月していたが、このように、法令と巧約デ:1抗議責F をI[じさせ

る長~+.:.類以であることに呉J:):.r:Ylマむ見併はその後もまったくι在セす、議論は、
具体的な追;m~ゴ例石想定 L て、「保設立 fl (者んの摂撚 前向j 石布、大ヲーも方

1
'
1にのみ迩んでいったのである c

;)、主計じり5わから復H;~れ I ものである

"事['1'千 村l'原i土、叩純:直烹罪b二日， ，て 'iirl誌はj夫義の遺%rl)みを指不 tるく
ム山iこ 設すーとして、 l烹照ィ、:Jk肋エII吋Jと剰による f伎の l賞烹Jこをよ:

較1，こ、句有の7品uーに右主去!)i;{角まれるの iよ、~雪:去る r こ間:去らるる r こ

のWJI: ，~，(土付与かの法仲間生名作1 ることチ ltサ?; Jç 向ム明にして斯ゐ~~j，í;;\j: N)lち

次全tニ!り誇 T保護 tへき百イ工」の同係Jであり、そのようなろ司係がなにtLif， ， 市巴

，~，J :，，': Ir'~聖士』に凶;~;j言走行為をATf象ずるを;3Jなtλ と、よリ明確に説明してい

たU 神谷=待以~~でみ，~ 946 同参照っ

戦前の '1止さ麦任 o; f!:イ ~j ，~請について論とる 1"，Iーは、-DiMtih呆界的 I

14~ c~: の阿係(":最下のrぎが必要であゐ 上三紅夜来社lの主体(j、Jj.l(Lの了~~にお
いては解釈!限定さ札てL寸ムいが、戦肢は巳出升IW、下の学誌と同正y{(l)i;~f刊が右

ノjであった。ニニで:主計 L二、高~武夫。〉児群を手{{介 L ておくー烏在:土、単綿清

棄Jじを I_t夫:rl思議責任ある者の遺棄点 乙プ問干し、後)0_する Iri::'J Fi!，:1司行す-f-{Jl;
点 :JAI占!:tf':fJ，')¥のぷ集子日的こすゐ均IギCノ"0)主省J が二れによ月たると二Hl¥I，て

L 、 λ 。高 LL!武夫，C[木刑法新Il~，i 各品~ 0925 ~}\7τ1 1] 1 17CP以上寺山(以上

同111 Ii 各論JJ rlJ円する).-，これに対すω批判j炉 Lつ、 ')<11 斗論~ 47頁、小

野r古 川:円同法書或各論_1(1928 CH0iLl3 J) :)1 tl-~t (ー~に~'~ (以 l 、ノト 5~i' r-' d 

1L 乙ワ1Iけする， )コ '1足;産主任 'tt) --' (})俣rl"(ifij[国】が七二子、写るに伴いも hfR
小学げるこの 2 つω場合l土、それに~J( i)込まれる kこc:n，E味ご、 11:\、~~玄~ll:~') J 

の解釈論と微妙l涜係があっ工のである。なお、以下引は、註¥::J二V、て、与論

者のF下?~義務論ドも百及ずるわそ札は、 保PE貰1上 {-:t).J μの羽{，，!，:を印Jji{;;:す

るf二ふつ"('，jI)f:" " 

破口:5'irm!: 4:'l~') 頁 J も】とも、より段階，("寸ずに r'f思議主任 u;:ノ 0)俣
拠(亀山11¥の払κが兄られるこ=えなノもな:.'， というのも、 l(;;J:二 lーのU、義語

務正解し得丈一 E人交の義務」がわ、令 般にお Jすrうそれまで州事行t 枇イじされ
てしまゥ七いるからである ο その段、法令:立、私i去のみとにず ::~~ì'会 l 白刑法j

も合むとされるにむる。

ー ~.Û、 7:日 330)三出42



γ→戸量点任 ι;t'J. 'Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

R L土、 l法律!のA1専を角川 tさる者か任意に特JJU:;f)技均l斗係をlltt主した

るときは舟;王 i:l:、悼仁の保護~-';子ふ生寸る」とこ張し、、 I 1*~護責任 の~~~

J也 I徒同)の拡大¥の有) .j)三を踏みrlj"rl___た〔これは、具体的(は、「苦51E発見4

77刀、美千7の当尽をC"て11京に引取りとる後之を広真Fる J 場合〔以ト、「県 I)c.

f~.: .1事例 というに J を?、下Jニしたものであコた(なお ドイツの守口札を参:!~ !~ 

'1いた

J 

これ;，:tH亡、/¥場b土、長二の見解任;)、科出J;一構成Ll:者児恰 1''jJ叫」

つ呂、ノド-~-:(J-写をトiJ1;した..:~，場企(ム"卜、 '1011J専問」とい λ，)二三)1.，'

ι は、「扶助を要 1 へ王者のれ*~善治く i土日、おたす大ト引 ":i:;けることによ i'l ;保

反-P:-e'lJがヰじるが、それは l義捧なくて帆人のおめ事務0)色}.1，t-，j台めたる

昔i土、京人!t'，j続人又!立法~r\連人か管iヨを l':r-，j一こ之を得乙に至るまて其管辺

を継続するをうLす(只法ノ¥九二条 項、七':)C;.条)との民法ーニの庶民 の

'11，とあるこ説附したのじ品る「なお、 ドイ、ソV'/r説化主主i日) 亡いた。"ハ
(/)法的情j記;正w託、，:? ~t.t{~ ..~_事例 J ついては子炉むとうtけ人れられてい J た r;;

LかL、「同f車問」のγi、比構成につc'ごは、次のよ"な宍;誌もイナイi:L/干のず

ある、

神谷 =<:m;阜 l 主、 ;':'~'J~J-t，例 J (，なお梓谷=神!干の l品位、司やノ〉めるため、

口、ト、 I:ri!i-計|寸行事例 といみ )ι1h(.，1よ文他1<;U)来集ヰヨ白Jとする場1，，<1)色

JlIl干I..Iの場合lついて、特'，__ i :ITJ~同れ λ 日外;よt立「しもとド対管月;ぁ ιr ナf

ム3長 「汁本河Iji，i、論 7tiH:;:;，j，l'安W' ド為義務は、(， )r'it~うカ r:;j ;'J、:{';くは

断、不に依り"立 {r~:lj を命宇{) cさ」 切U: t人J;t.;1::務者c公務長の恥務|の[，行政

命令.1(こ呆っく)義;f;5)、(i， • r台古上村lこ出ftljv)義務を引受けとゐとき一{例

~I弓人Oì看設をづき安けたお、で術する犬同〔主主小の:;I ~<~l'i， ìJ)、~，，:JI ずる亡

するυl町fTi169貝以下参lr?j 
1 大場「包百九 1:~3tiぷ f 主主i旧 作為義務として、 (:)'ìJ:~引の規定上りふ

宇む作為又務(i河 川71、:ーの主主務シ Lて:21g;忌の保理主主務な〉¥行此'(j、非!:ーの

公務員tワ義務、イ五千-j)、':~i) iHl:，ニh(}たる行為より主「る作為義市;¥1司 「京

児拾 i宇刊t.~、了i十子るが防など}、をヂ:fる。大j持茂均リドl 法iis't:hí主 l 出〔十l十版 J

( 1918 二lu;ι] 、初!1;:Zl 9じ ~k;.L 6 -j) 日7支以下参円，;';-

J これ仁叫して、山|吋i弘之助{士、 l選禁先だっ行為J として処理可みこ(:f' 

1がして v、た 山間，'，立理:~己5頁参「ペハ作!;義村正 Lて、 l】;i:liiJ ~J、，~也の
法規}こ於;--;る開示黙示内義務、 (ii.: '-}，';(こわしたる11'1)より.s:.ずる;走法の結

県を*1:j為者に1丹、対，f''j る:j-id~~ある J品 fヤ J 、をノ/げるご jwJ言 13!)J~r~\下苦手n~~o

二日誌57(仁 :l3:J) 2:~4l )9只1
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持型と看符る;JiJ(iは向付[なきも!l/iるi羽14干T{;せさる三きは何故に云存 :s)保

護責任を生するかか問題 となるところ、そし)~Jij1:tiよ、 l 公 l手 nλ存式{よ:"1jj'，の

iJ~~0 li'j平日('.:より「保諸手(ノlJ か (1'， 'f'る、とよりJ.h:Lt:(i)であ，.;.) (なお、 ノツ

のe詳;止を事照Lてい/:， '1 16 

これ心持して、尚一日作は?の告書 l刑法l戸前(冬山、 で、 liijh--L+ι!:i!行事例 j

を I引ノJ、の契約」によっ、説明 1.//:..，)なぜなι、;-:n; !:!} :1-'11丁ふアぷ「J:するとえは

少.:，t-も指圧犬;之 L左手'1" 山市者註か保~!M や為!-手J や/五認し f るものえ認

めさる j を得企い/;-.らであゐ ι 従~~ rl j-'-j ，~-:-ri;Ú弓ヰヲJI では、 1-，;j f;;- l-ri;'(J 内開始同

i"i、 りまり、行品苦が被害若と院仁与をf民主きした時山才、斗でに対害苔がi討委を

J円以とするエ人法になノてい之とがん1Iワftrあったとど、われゐが、汁川'-1í;j~ I，:J吋f了グの〉

途lリ巾lド1でd宍父1庁然(.(、紋告者がそうなつてしま J 士J滋方台でも 陪言蚊の契約」で口担E円印H了←でずさ2L3 

(-;'---る) 出、こ、 ニの法的?情背ト成えのE義古がミある |川叫旧 (付)円uは4ム、 :r汗?人の身r宇は1
;にこ句埠事4令とな之るJものにJ非F←寸4台 日叫与と!し〆こヰ氏ι;拝千“コに?沼21さ手之る〉る:事j持=あ」るはま訂f何「吋{人も敦知ー し亡い
ペヲカら、その場企も 1"JI，iI，'J行省は ']1:点-:2[-i下 を白うというのピあるの
見院は、保議員 1l者三品 5長却の成戸市」阿を桝;止に拡~J~r....、!日Jiヰi紅込5証罪のそ

れを山めて!大くするが、これは、 1 L'(~_~責1J ::fi-) Jク〉呪拠 f銭;;1)ぴ〉弘大現象

のいわば阪地 t あると百スょう A

ここま F で誌で~ .~_I叫らか主ように、通説:よ、当時♂ノドイツ可Ilít'ìとのお警も J

IJ_， ':)て、戦 ~ii ~形成されれのである、ここては、:~.卑の制対化と、そ 1しと「保

百三王者tru:n.J との日J係、誌で可すした各論廷の作為手元締論とごニ較したときおお
む“ね11:';:?i'が致LてUるといu てよいこと、 L かももハ[よιi1、枠D0 形式的な

理解がほ)甘されてL たこと、が明九か:な〆}たr

わ神討=干m!阜干諭九白以;:cr1-:~下参 !1~{，-" f:ね詩吟は、(、 ) I--U、令;こよりよI為を

{合せら%1. rよるとさ J ¥例。扶養話務) い I合志 l作為ヰ為誌へき弐務会負治

L l_-";{，，) !..き叫 ;(ii'~j'~婦; 仁る州人の吾fをの約諾)、に午 Fゐ，1.--<)心)問書こ日日

自主，)， :安~~

0'::ヨ1-:一作 11']目玉京諭(各u炉 1:ムに:liJ，11 U91S 大 L4J、?-!J版191' 大 L3 J) 
4:1γ貝以下多間 j 作為義務と¥1 ! 日一伴ト0)ゴ室長例Ij:--tJほの子j!、;こ対一j

ゐ保育義務)、 ( II !契約!の主主務J 1，例。看よkiuの右京主主務ノl、(l ii" うi:::i，，~ 11' 

AをぬL七る場ざ;は当然{をの1/告をお rへき義扮.J (f~:J: ~~たでAベ鉢を llt1、倒

さ壮る1J-';;':j)、を挙げる l品mIr;作」刑法在論説主主) i 内版J~ ':，:915 [}，.:.2./j J、
7出版1913[ったIle乙 山 fFi参:1日ご

l.:.~J9 ; ー ~.Û、 7:日334)三出40



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

:れとは対照的に、夕、保護τtF者lfE烹Lr{')jJU重処罰税拠につし ιては、次0)品

計や除いて 百及主れることはなかッた l つ，~;'~"f!i.-nßはその苦三 '1ド1;，:1:主主義各

ぷ で、「保設立イ干ある者は、 nのけ、1t I ;t務つけられにる身うtC~基きわ 1:;)11 

市されと処罰を受けるに ;ι 交ないnJ 、 ~1J:lt:?) 選法'" l:thltが法悼の照会(，::.;入

子ることえは法律扶1:;": 殺の要求に反ヲることであるに (1;為 /!/(I)法律 !τt';千

ある身分とH に非主ずること舟注冠せよ 'J、「行為計り地fu:J...は身分としての

l保議古仔 L主務 一行為の主口、性の 般要件どしての lI4王寺「べかt，，，!:";f，，) 

義務」三其のn貨を異fこラゐこ三刀、、第 七条と第 八条とり己{J!I~ される

要 [T:I.':::'ある"〆と、本付色ーはその告書:']山j、拝読「 亡、 l;1に、技者 is，工業-tt

11 首遺，~::罪 引制首λ ヂユって身元)'i，:IJj 1) Fリヂ加主する場行ーなリこ為す:

〉を意味J一乙;過ぎない)jlh介、説日JLJーのである三

111リ見解に共1且Fるのは、「保w<:頁任 lと作為義務は異な位、という認識であるじ

前者はある特定。〉売の~~7jIJ な買いご iあるのにヌ干し 後告は r-jJ人心1;A吉ーなの

どある完o ま/二、"恥ぷ頁任 J吾、」が{てつあるが故f二 i父長支fI:iゴ遺禁罪は

力Gil弘吉"される、という認識も ll~:tjしているーさら t 、!ωJ者の F 辿民 l悶J一

る却棋を:;-;T，'(ζYえるこ、 vγfれも年持j告烹5f1' おける l清宅 l は移置あるいは作

為に限定される としなカらも 3にお十剖以)，保護主任 Ir':JのJ4l，n::々 心、し

ているこれは j なわも、両 r~鮮が、通説とは?てなノ、 I皇帝」と "!YfÓて責 f' ¥長j

とは巴ずしも論!日.:..:-;糸町な河係;はないということを示践しでし 1るというこい

である{もっとも、宅誌の r.í祥は JJl I Æ:J生罰不:，<t7~を形式的 L 説明して乙;すぎず、

史;こ近んだ議論lよ也、なくとも校前ぴj段日lこ!よ吋JにLなか"たのである

第2童話 判例における l保護責任(者)Jの浬解の変遷(1 ) 2~ 

1討小野 l各Fイ.1)， ~ :90問、 191-t;.証(二ご J い

り 点付アfC前 4;<R:
川この点は重ち:である。 JJi.ifこの r，lを強調するのは、七:r2'苧Lif-jであぷυ花、目以、
r21 お1;の'h~~主主イ1l土、特号u な主主務』であれ これは217'3たの 辺幸巴に当l.-";f，，) 

場合の罪去を力1:1fi:し、半るとるイ、保~.S:(iコ罪正を根拠つけるが、 217条の作為義筏

(ま ，}J人。)-i1i.務 q であり、 217')::{/)，1"Urlパ、作為JI!を桜花づけるに過さな l"J 

とi張する{十三円孝明ョ刑法各論詰義』に内i(1)';'l-H (l:J下、花•• ~'0，' r各市詰a と

叶r討する)

'/di楽績として、fI}:U~英男「保謎直任者法見非いおける保護7主任 i.ftiJロ存

二日誌57(仁 :)3:')) 2:~.'>'9 ~'!ool 
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では、 1"1到{土保護背任{者をどのようにぽ併したのだろうかい平沼では、

この"に関寸る￥jI刈の変却す'、主主~i~ との苅係:二;主kぎつ:1;，;也つつ、時系列に[日ッ

(-~/，浬しにい吋

判例!士、学:止し可様に、当初から「保ごと丘↑i が法令>，~:~がJ によ J て生じる

ことを認めてし、た」江.4'~泊芯である被f_~Tl、が、将、;11弓によ ξ業fBι1i防士を理百

に依疋 δれたlもか1)、ォムず被，L 人のでu;~} (お:l?-)'C，T'i.ていた元禄居JIIi守を、

道路;一巡業 LJ' 'j:;長;一八、 C 、 ::ìjífìzl~:'干の大審院干!]i":;;.;;土、「間合守に iJ、令甘く

は契約し恭〈快幼の義務なしく tるも之を扶助斗す L"C漬案ずるか羽きは害H

の胤:むを害する二と話'，"きものにしご'1Iji1、:;;O-j:::TT十〕条Jこ w!，どとすること山T

として、 l年~8:~U-~- が法令と認不川台よ iノ÷ずることや斗扶ジ〕前fil

〉してい丈一のである J まf、被告人が、信 者から(金 7円レ弐c:)Hぃ受け

た幼111 をよ直 -~!J 養育〕なか勺た J めに、 I rTJ'[~ を死亡させj 串 'Ýèについ℃、人止

4 今その大審 1;'i1 判U:;~; ， :-iLf-主に|ノ、lるこ将契約に|ノ、lるこを刊はす任官の::rt;f)jをft

ふ長か -4lに嵩務，.迂背してた初予給与ゼ(去る 1 ときは止イJ.(，，-必UJな

る保護を為ささるものlして刑法第 1: 八三ミ ;該当)J る"!て Lてしイ干

のである。

その後、手'1併は i保護主任 (11】」グ)恨認(杭凶 J や徐々に、!かし硲えb

:Pとたる正てし 3つ r 肉料C)-j:桁刀、手きて千として:闘い2をけん幼児を寸庄切，.安ずし

なかィンたために、~児を栄支障吉にほりぜん下手芸;一つい亡、大正 7 年江〉大審性

判決(;t~ ; ~忠 51すへき If打[ある ;ú とは必すしち苅論グ)如く法令上扶養内最:務を

負担せる討のみに:iJtるの越山ーあらすし とたえ!l仙のアì-:-:-I に f去り之を fi-~譲すノ\

大ほか嬬「判明一子11;主知(究

帯責任 j とづ|叫する;"，

L はない}

第 5事」 iJ(80) 1 1::3民以~.1;"ある(灯、 l¥陀i¥';je 
本節は、判明却L命グ)掠j7hをいに!と 3るちの

川大十;(吋115. '"7 . 16別伝式i:i-10え3fミ 判l立1，1持白 Jかなように、本判決(ま単純

泣来~の成立を認めトlJ〈ノ少、ない例であふりその f也、ノ、判Ij-I-.: 4 ' 5・:?，.lf刊誌:'1輯

670f[ (士，立の名 Ji を日とに日 I~'I1正ったιころ、 d内丸"~'二信;'-:.でi したため、.I:í~外に

む棄したゴγたJ 、名 t;l~ :tlb， r;J::n ソ G. ;， ， 29裁B在日2号~-) H 泥酔じた可訴の|司況

や照畏川区外に:iiinULと死亡 Zせノヒ事安んがあるは主i一言えば、 この 3fiし

かないっ l ヘこれらでは、妓告人の 'í~~â金賞作ーの H;t.~ヘは問題とされな刀'_) .f. 

t 人記入 A ・ 2 ・ 10刑録21輯9()頁υ 本判 1プ士:ユうせが~( よる「伝言E責任 J を忍定
しナ:、

l2CI; ー ~.Û、 7:日332)斗合計3



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

え責任ある蓄を'::Ls寸J る fとし、 :PJf司!初めて、法令と契lL以外lこも l保詰

責任」の生じる可能忙に百及しにのである また、足!!Piが 疾病自のfiみ込

みの波早川首.:c':，i~快筑Iii' L て、 {;;~iJ吋》 Jタ主 U:lJ‘引才に事案にツい -r 、大iF 8

芋の人者院判{えは、「程主治、程人レ|可居 jLむの ポh 凶 i;当然程主は!司居cp疾

桁;こ主主;ノたる}j-i-人を1思議ヲ叱きi去i干 のttいありとらふことを千"さる とし♀

が4も、「疋 i及びIrri!;!::疋人1"1の関係にてrkは 般慣例に淀ひ.'7)(は当守Tl~-':Mi 

の撚現に依 i))lLード L 二於て~~;.( \ーの 1~;rM~ チ主iふへき主主務汁負ひ丈一ゐ r喝f'ìに肝てはが、

律上しつ保芯Rf工を誌むへきこく論を侯たさるヌヨとして、 JIたLこ「一般恒例 J

による rf記議ずで仔 I~乙認めたのご品る J 干ししった iF 7 'fl:rJ決の 文官l~() ごt.出 l

iよ;-W:t (.::jj~;;.~せらみゐ条理J とし 1 ヘ I:'lr，ぉ4'刊 yノドノ l 紋慣Jヤ';J はその

まま、-::'(7) I'をの学説に影響をラえたのである一。

これとは反対に、 fl] fýU~i'了，兄をギミリ人れることによっても、~1-果よJ 五f工

!)).f江主手5(範r-T;':Jづ拡大手せ亡いコたーム灼k!iIDYJ婦のj司t;ir:業を'，qむ対[='=;.人カ e 抄J
病中の芸始枝川師会u主，，引きれったにもかかわムず、活1訂(。主主情 ?な拍コてこ

と泊、子でkをタビ亡させ允手茶につ、三て、人Ify'jfコのJ、音F克明l決l止、 :1、令ム与さ約、

そして l ト~H;~..Iこより '1 ずる"正式責ノしは、 l 付与を日 l以二;'f; ~ニ lrij 射セ:し

めたるJ持品の却はい河|収 uよ之をヮi取る義fきなカりしと弐と逝 じ之をうl収

1)自主にIfil併せしめ1.:，i'o ):)、!は引j杖ヰリよJ村長か共(l).!yfOてヰ;そくるのiLJなき!一三

り又はJその供二患をぷ:すす?ある1--有るまては LLi圭!継続して+~こたすへき義務ある

ものと前足 tゐことよた法卓おl::;:洋引法以;こ問し;:.~ i.jなとしたのである n

王た、被告人が乞食むある安の:よミ兄を 十にの要請により不イ立にf号令:ニ引3

-1<った没、山林内にtx笠した事業についても、間引12イ|の大存批判iY'(土、:.;rj:. 
~-iif -;-ヘ¥き主1工高山宍円(正 予扮τt)'1'守により f果~gi-~ へ、き主{工を白ふに汀:) ?← 

づ ν，， ノメ、--~-­
U凸:どで〉ゴJ白"i9 としたのである υ

日lノたねだ 7. ;) . ~:~叩l 歩 f\Lイ↑斗 ~n5 .R。本判()とは原子U11 子、 13当以

る「県議id-下」を認めんもの ω した

ノυ 人判人 8 ‘ 8 ・ 30刑j，1~ ，:1軒963貝 n

lヨド

山小野 l各Ji}11 188只、 189"R託 1 参!!日こなお、売の伸谷 神原グ)ぷdjf設

111;) ;事llif

r 島刀了各論 :78自J:!、、主主!H>:，

アハ k平iJ)、 l~ ・ 5 ・2i叩l引3を祁7頁υ

"、刊H{i12‘ 3 ・ヮ4判;'-Jをんまた 4粍G号4つ員一

二日誌57(仁 :nJ 2:~_'>'7 ~'!02J 
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ru 、「保誇責任(者しのホj'\拠(，~事例)にす/えしたさhì コの大#1';;，一判決を時

系干IJ\，コ~-t ..-.:，ア益;~ ~-~ん結果、そ才l が (f':j:l、律的 形式l と~ ~一月 frH '，~ i!，"(パたこと、

どl判IIY~ 自↑'?，(.:: ，ょうて、あるいは、 了':~5íJ) 影響を乏けて、 J広大 ~ivC いつにこ

pω、刀、P;lらかになっt:口

第3節 通説とi日ドイツ刑法下における学説の状況

!12がg;jの通 Wl. の )1;，っkf こは、当時のご「ツグ〉字;yム士、人さく~~饗したーそこマ才、

IYIj:::'は、 u'S1 uij'Cきさn¥¥Lた我がJむ|しj文故む民繁;ニザiHi;!. ;fしごし hたドイツ0)一丈献
やキ11.が\ことによ iノ、その十i九件、ι司令伴 ~-，.t ~"、改めて、代が|し10) 通~~:~との関係

を主主討す-，z)"ま宇、ラノヒ刑lj、典(Jよ下、， I~ ドノノ刑 l'J、」あゐいは， Il:lL!、」

~() 'i日し、判例と学説が汁"'jる点も「子すしたr 民法 iの4人義義務長¥干こし
て [~[Q;ム Q別条以下参照、)と「保護主任者J の同係及び，'!主主色直任J の隠わ順

位が町民となぺた、人判九7・.3. ?:~別~;Y(以転兄:3 5 白及びノピ;リノ\B ‘ 8 . 7附

録:2;)~~9:)3貝 'r'~;: iモ法ト(!))人u.':r'li.;務者と r，:民議責任者 lはrJ) であり、氏，'1、
十の扶養義治の~:t~>~h>i -{ J I:]~， L~i: ~ャよれば、先続行J:lf:ヘ"析がすてにその場から断れ

ることで、あるし':土、そのご昔で、わ、主-:0:，務 (1保設立イ干J:を!;去来しれ場f、(-;_d
L、その青tこ!呆二&正任者1与来年は成立しているようである川には、被告人は

íÆt履行取L~:-{; であっても: ~;r;p_1J.:買 f' を町ろとされた戸 ニオしに汁して、牧野ι
は、 f爪1

には、 ;主詑扮it出:打|命事象:1什川TηJ忘じ味正 lユ地血Kわ1とR牛l川1η3宮 宋 "円王4に :定i右主グの〉給I付、，1喜令♂為す可主義i均寺Ji 
があね、 J自象的主務反してヰ、琵をぬ0'9'といろ二三[よ、博i念 11;へ伴られ
な1.'¥ J 、土74判決を批判しだべ牧幻英 「ι息長罪レ保弘二義務J!可 7刊法研究

抗 告[ef:日目版J_ i，1932 [む干ι171、初1-1-11919:大IF.S;) :?8/1.tミ""，'， :"多間(同
根ι千 大i'. :~\ . 2:-)の計時fj/J下、牧]'I''1半7書義持」とづ1JIJ "るu) tj~げの

限的理解[ムこの牧野山批汁(-::主主っところがんきL¥ もっとも、 と記flJiえがす士

主主i務者と 'f*~整 t(j-t:者 -;(!frI -(.血溶 l~ -C，-、るここを前提レ「れ:芝、;スL!、の

法ηでねfJ同区{とに拘束され、 9，:;程l'J 順位討の扶苔義務保護玄f工J) J)故事のた
めに、後町民(す履行苔にそnp宣行を求めるのは、ミ!:i黙である o J't!.2点かっ、あ
たカ'i;卜言"判決が、 fZ琵義;f'i';才一と r-D~~~害責任汗ーづ:宍 Ji っと併 1，、そ 1 し此 u、 J二

股f二日↑"に従っていなぜ¥という理解 L例え i工、同点重だ吋Ilit籾iLJ各口同[市

HIi[J [1 404頁、同頁註 [J[J:(人団暴 l与論』どり[，日ずるJっjl土、
午以!たこ L ても、王 1~ 、'，'jJ刊の「読み右 lとしても、妥当で品、いー心:J，、式市:) 

多l'ポハ

ー ~.Û、 7:日33(;)三出3fi



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

といっぷにおける斗刊の遺雫「はえをザピおく

く!日ドイ Y市IJd、>

長ワワ

J1 ¥¥'l:f cinιWl 似 IIJUP;ιndlicf.ιn . .i¥lLハE討 Gcb，cc、lil:hkciレ Odl" Kr:lllkhl:il 
hulflosC' PC[ぉon;E:SSCtZt， oclcr ¥¥.'Cl-ci ，c solρ :c PC:-SOll. ¥VCi:n dょC'sclhcu:，-tcr 
凡打i:j(T01汁1Il1汚れ h，o【r-rW¥'i:11 n fiir (Iic l!!:lcrbringll:i宗 "[inrl:-.ch九111111又 ¥j(lcr
Aufn2hue derselben zu soどにenhat， in iulfloser Lage Yorsj~zユch vεrlasst 

¥v;nl :tlIe Grf;~ 辺、 lお îchl Llnect' d九 i~\'~on ， ;l( 11 b(、lrall

，'2) ¥-¥ιid di.; IIィ ndlll:ig¥'On l，'ih;j('七一nEI↑(-'rnヌegρnihr ]¥jm! b(-'日礼ngf'行会ο

Lrill (~cr九日記nis :，-; Lrak l:HつLllnkr s('(トぉ ¥IOlll:C:l1 cin 

， ， 
~， .' ょstdurcム'..die H乱立にllunj:;εLnesc，- we;εKörperYerle~Z Ll吋gdεr J.usge三七tzten

O(<~l 、cr，a討に訂以lll'、rSflllVrrll了、、achl杭 )rdハn.s() 1了j;;_Zuch:'hau只slr:lfchis ZLl 

L~'J lI: L:lncll unc， ¥V仁l川 (turchdic E，lI:dJUIlば ccr'Ioc ¥'Cru:'s日chtwUf(tcn lS 

7:1】ch:1:日己おおtιf臼いic1:tunter drei J 、hreηel~ 日

'" S~rafばcsdzlJ'lch :'Cir d ，，~; Iku~sch(' rなlch、 O~ 1I F1. ;-;. 18'{' 1 U~GUL S. 12(") (1) 

ない~ :3 )はう民主がおした「なお、 ここに 1 ノム童:~~!Wの町史的 W~聞に J い

と!之、 Kn¥、UIllLinF:'JuuLzis， D，，::，-; DdiU d円 ¥ "メ会cl ZlllHt 11<仁ト dCllJ日 ";:"1孔 L:nd

宗rJeにいie'chemRecht (ヨ ;_:;_:JdStGK， ，A，rt. 3~ìfì ，\.， rSム{ユ K .1リg.~， S. g~Hf. lヌit守Y

F己oulus，Au日 ClZ'J.ll史 S...，) 

ロト4洋信-tf( r-~' イツJ!'I il、典 J ~l、務質;jq ~:-l9 う~. (1982) 1:-)fi日 i心訳Jよいわゆ

る?を子誌による己主止後のものである 1を安宅仁、生存者の邦訳をH:にW，教ヲる
む ~2 1，

]， 幼午、身体民J宗一Jえは疾病のために保誌のない状訟にある討を追究した?号、

正は、 fYE警のない状主にある者が自[-_~(1)問、議卜にあると 3えは需在、移;t'1Jえ

はおìH に~~;(íË:しな! t ;flばならないとð.(、 1~~~主的iJ.: 0 吋x忌に ~X~古 l 岸き去り

;，-L~ /.話;正、つ!I以Lc)特懲役仁処ずるコ

(己，寓)魂'JJi:自己}血縁司令、にあわ→供に:tJL -Cその行為.;(L /.~ ~さは、

ら刀:人上の1%懲役に処すゐι
~..; ! その行ぬにふつ丸、建奈又~，;::責主去り lされた:f:'に重大ならt体俣;?片を1:

じ5せ二ときは、 l()eE手):)τの;-fi懲役}二:;r"~、死t: 3. 吐たときは、 3f手n トの

重懲役に旬Lずる

二日誌57(仁 :l~D) 2:~.'>， S ~'!04.l 



研市ノ

4にか:'，10;喧葉町と単剥(;.こJ七較したとき、 ドイ;;07)遺烹wむら詩情と〆て4てJ守、

fられる Jiとが1'，;のiji沌迫撃葬に対むヲる J}!では、 J~' .'ausse:zt" ，1[':----;:: /，へ i 、

r ，\W:;~; Cl zcnJ .~:~，うに t “ in llülfl()~;crι 声 vcr:， Mz~ic~: ¥'(;;-[::¥:，ぉi" t勺 r、， .r:-̂ 、

rvt'けはおと巳打 Fしい')(勺宍つの千九が処罰される内 ():J，卜、前官の規立さを

I ，\:J "Sl'~ZCll 

J}!とは異なり日、

、役{jのそれを rVcrb弘、cn条一町、と1、うJ、:Di¥W消し"訓告

Verlasscn先取れ'，1木[土問主ト liH>にI三れている

dics¥'ii!C -，:nh--r :-;¥';i:r-r Oi)[i1l1 "C¥;;:I orlt r Wt ;11; (、rflir dic Onιrbrill，l.!x:ng， l<orf 

sehaffL:.ng ocl巳 A~dn J.hmき de九七1:::，合 1 Zll sorg七nhJ.了} ド円、 'J" ぞれにもゐ l;'わ

られ lE;条J巨は{μ1~，>i、 ít=;刊である，:.'.\、，'T; 誌がr-+:;C)}Jじ重(保護ずで仔者Ji1棄i)じに

):.j;，ひする 2明は、明体!ソ{而〕辿J~"Elrf' rn") が '1' ，己りでこ供ー \L~ir f\ i;; ，-(:~ 

を A\l閉じ LZ C: l1 ま;，，-\立 \~('rl;-hscn しと場合にのみ、 1 頃よれも亘く処品IJ すゐ点J\

である 3 も勺ども l深五百江{/i}';';の解釈論を民侍j ，るときに、イミ;~が主主考

となり千子生ないよこは|町九刀、どあるλ.

111 で(土、よ献の ~C行午の iX 1，'FlR仁、3-百首長の遺~t~f~ ~"~関するは!砕か見てい

その陪jに沖Hjる占i:lてワつ挙げておく わ.qè-， ~;spt町n :: Ve 出町n、

が、どのよ λに時併さ丸、いた心か、ニl¥cr1asscn条頃において法士」二日ど七さ

オL-(~る i 休が、どのように烈鮮されししたのか e てタ〉る V ?っν てi止、 {i

ti手主務目前との陪係にも仕 J在、する なお、 仕u'¥sclzcn~よ次長の遣すf {;¥[IおけZCtl

Aus必 tz~-，Il g i:ll Hl貯l"ellSin;-;e; r言われており、以「でb同松と jーる、}
l:: /" -?" A ング (J~-"rl Bieldin日ど¥I，;~え ~11~' とのノ;~~luJギJあるν、i;tfrJ Fjrr骨jな再E

~I\，';';' Jが逃誕何引の特設立 Lあるとする J そ L ぶ1〉iこついて A_us刊 tZt'flとiよ、

出 '¥USSClZCl、条現における *11'につ>，，'，ては、 Fclυulzis.γ1SS(乙Ull只出 lSS

.，きの校、 19i'6年のしわゆる五千日、 (AdcptiollS，5V;W:Z; によるl;X:il ず、必子

も!!t:、兵士，~.;-%(となった。法文1.:土 l:"':blich~':l Ell口ょ"かよ J土立に "EtlJ:"1: ') (.なコ

え(;，以:z iilJ(】 d;，'J¥nnab:)( ';[" Kin【¥1;;:-[::::11が Ar;r!C;'llllg，1;;:-[C1【、rVo;'"dn:if 

ten 九doptio目前S2~Z:J VOlllつJul ム l~lí6 (BGBL 1 ，S. 17e;9 

，主 U.f7)参照。

」内了、arlIbH.l i I1g. Le上 rb~:ch (ξs ge口leinendeutscher;ぉtra:'rt'clH5.~~(:SülH.~~';el ';'e 

[}(:. 1. 2 ヘ ιll..:9()~ ， s:7S.6~1 : Jiim!問符 LcLrhllcll.S. なお、差占

が呑:1GLたのは、 Sc!";ie叶1，パ巳， 1叫 5，~;t-n ~l問削かJコ従 111 さ札 1. ものずある、

T ピ J 平インアの「や|山均あるいは場所均な離1;南 につtλでは、己:斗clin，r:，

いhY;:)lI c:~ ，日出 ;":;;.2

ー ~.Û、 7:日 328) 三出3~



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

f主主715うす「それまでのは防者またはお二告によ之3長々 [なiYE警のあった場所うん

危設かっ保護のない場 11[，に一上れ"(1-Jかれ、か.'-)ぷJ為立に) -_¥!ち去ら iI.る

{、rrJD日(うnwncl)れことJ (:定えし、これは J霊ヨての通常子f;;~{~ であ。〉い

う'''， ftl;万、、e<las"，臼n;--~土、 iJ 為者が、被再 11 が「その財力右:Li す C( 危

険かっ保護のな v、11台所にあるーとをおJF為もる 1、は発見し、かっそこかよ解放

( bcfrcicn、なしこと とど義ーする J 被害計11身による隊編f了為全県l芯する

こ，t_t:こ札に、~itるFいう。

~J 、、 e:' -，-回目立は万二件J.:~による作為![である三主張ずる それ故、

Vcrla州自条項グ)十 iね土、 u、文い円与さ1して ν る者;こlTLムず J1.、〈小作為にふ

る作為犯かな 1得る長子含t、のであω 共イ本(tj には、丙説、認不ゾ，-~ζ る{ぶ江主

lJhlJ'l 介主育者 (P f1 cg:，'r) 、世訴すゐヘ(百詩(~_cr)、保r:] (， Ki吋 cnn~irkt\('ll) 、

病院のす千'o:ii}-(Hcsoiz、virte)、そして F保之内心:い状態に交史を加える」う士

介入によって¥d';rchfLlI山 p;dcsEill以rcifcn;n ;hrc L同!r)、'fA識のない訴につ

いての保去を事実ヒ引主 J交けと長」イト挙げる J

己ン 7-'，(ングの見河町:之、我が円、乃通説〉の河係では、s.j ih】ssetz刊でも i'，r

九士リ j という 4!まを重?止する刀、 0)悦1;訂lJ身による雄編行為を料、訴する)

とも V~; ，'laSS(-'lj であるとする点、仁 ~t. '-jされる 子守て(よ A:.lSStet町"と 1モi自ら

日 Ctl を彼包主的手多勤と行為省の移動とで|メ当 I~ていない まと、

来瓜のよよヘを明確iゴ(::l1r義務者ム同 侃L'"Cいる

し ¥' ~;rlasS2tl 

ナルスハウ f，:'，/むusu目。tsh;luscni 土へ :Ui，:"〆ヘC'て、 ¥.LlSSCLzcnとl土、問
念ト lこれまでの状況わら;J:]の匁譲のない状討へとu換 3れること('，ie'snzr 

¥vird，iによる、依吉、による積極的な活動 である;λ己認するr他ん わ1a::;

日 η しは、「よ!止存の司 1平の投票j が1(i!r "C あ'.ししに~'z :6~しないこ?

i:'uじ，lau[nchn:cn) はこれに当たらなv、と木版するじ -tt.-/ 亡、行 h f:í-と被~ß

の ~.91こ内問 iすな附阿がよ人民〔ゃあるとし ι も、 Lぇ護 (Obhl】じゃ出~，I)主

川ピンデ':，/グには、造事累)にフいし F主命あ之、ぺ二位取の唯持を池人

。)'I'H!Jに刺りざるをiヨーなし、主は、 その ~1' ~ C)時折的な離隔によコて、 -'1(-:，)ある

いは身千本に慢しと危1Tiイレミオしるべ与と はない， (それ汝) ili:.o，はれ ν1:1SSl'nに

ある。」としミ daE安 11J世:してしる Bi:ldiれ日:じl:rLn:ch.S. G2 

引J 百indiηg.Lehrhuにh，S己ミf'n :~ 

-1<.1 lJ.st'_:s Olsl:a~， se2 ， Ko:noe2tar ZUIll St!2i'日eseτ2:::，'_:ch.日d ワ 9.A~lf: 弓91つ，目

221. R". !_;fL ノ止し、本言。〉長終肢は12版剖::l である

二日誌57(仁 :l ~n2:~-'>':l ~'!o61 



研市ノ

の履行(eJ令に汁寸るj定作IJl品 CrrIF_.i、咋為110が向誌となるから、手T品1¥'による

#氷山、 erla~';1 l:' n というのは J目、安ごな、なり、それE士、ヰ向 'i~ な V t' rla~討"の

みならず、彼'~者自 1.{が行為者から雄れてい\のを1I!λ認するのも、出極的な渋

皮トしひを1しに該当するト土張する

また、 :!i i..こJーノ~、ては、 “OL1:ut と 'c， br dic t Illl(';~)rirl只Ull礼 Forlscha[[l'll只

o(lc' "'¥ efnaJFl】川仁川日w;，zu sorgC!l ha:" とふ区別して論じる…前fi:二l二、 174

長の "dCiOblFd /¥1川 CY(1にlJ('II どは異なり、九，:Jな11~央W~'3をおすゐぷつな行

政 (infol貯 εinesb2so!:.deren Vertrauensaktes) ~こよら士 v\μ然党主的な義務

(こよりt、行為者の保護¥，:-;c!iu吋 (1)下に被害者が'，'ると"寸院本?、も合まれる

と1 るごしか1、万 J〆スハウゼン(王、そうむあったとしても、なお少なくとも

それは ~/;U'0 な転禁涜係て、なければなと r、だれ'(<:JË î，1'ωな、ぞれ Vz純粋な'j:f実

上のそ丸山ユィ、 i分であると主張したハまた、他の見解 ζ卜j椛に、史ぷ;(/).'号合

を山 :/f~するつ後 F?のI芳子、弘、前持と同禄 i 二、 ü:;IL な::rtti'iの j品子う?のみと解 L'Cい

〆Jη

オルス J、J.~三ンの見 J 守グ)J) ~)~.-}:H -~:tしるのは a) V巳d川町nにおいて， :i-J 

↑不十'1Iを電制している{、

山口ごあると寸るお C! 

ある。

bJ後7ぞおlJ身。).')'，，_ -r)土りを黙認するのは Vc;μlS

1 引!とも ~::WII 午 1，ぺグ) J.II、会 iL:'自な場合に :;J~í:L二する白じ

マノ司 Fルブ→ノlト (7711go Eiれ引!Ph~lipp Allfl:'ld:γ¥i (f J 九ず工

事ZZ占の〆 I血D-{iが也凡しているというぞれまでの Fト!日午Jな関係グ〉変史、ノト|判的な

~Ii肘J が'ë 要であると説く υ そ て、 :~1 ペニ..-"_):.，て、 i¥us:;dzt'llとは、 J¥が係

長わない1人iさにあ。場所へ述れと fT くこ~: J、 ¥.'crLls，<;【nとは、 l人がf二l"，l'd 

4号のザ同千おによ》一戸デイち i芸誌のない v犬放にあふこ，t_.J 、Jノ義する I

Vcrla日cnにつし 2亡は、九)託手平する五拐のある8が伝説のな， ，芯をJI;((平しな

い場合はそれに当たらないがi二、 b;被害有11弓hャよる間隔qJ為をさせるに淫

.1: :L:gf) ¥fcycr; Phili;)j) i¥llfdd， L;hr:)Uch OVS DClll以 h、n:--':x;， lrcc;l~、 ð へ日

1922， ;::: 73 S. :-3fiE. (Litょt:rt: l'vlりど， AllIdd， Lehrbu:::l. q え

信!，;r見 (λI:i の遮折、林子ヤ艇の破壊 ICあらかじめ有4する両者。〕 体1L:c})

刊誌引を市消する場合 とし iう。)も¥引!日間11li安当 tる -"L亡、 VerJe.e'記n

をめらvr】る保亘(!)執務U)，りJ とI，J.....)o，ずる C鮮に対してiLl渋ク)淑菅井、作定

的じはないjとL 亡、懐疑的 fもある ¥:fe.，.t'l" /¥l1f(;ld， Ldll リ lld~: ，長 í':i S. ;-j;-;2 

Fn. P) 

ー ~.Û、 7:日320)三出32



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

せるえとはそ'LIこs-:-こるつ

三;じツ"'，¥よ、被害討に対して l国，)吉ヲる;九均三'S!iりのある鳩合にのλ問題とな

り、次の音がそれに当たる()a ) i去作 .I})-t;~主 f買う者(組、段見ヘ Von:wnr!J)、

コ)ゥ/d;(!上の義折をHう事(救777守引凶行，.)、半欠人 ;J)i引lstbok;;J、世話

をする人J 、川徒主品 0) 片品、ll~ を事実 i 引き長けており、がっそれに J り

一言ノ守一=T)L.'jx.ルトは、 戸のJ弔慰的成 q行主 J二介人する打、 T-ある

芥長丁詳Lく説明していとい ;つ{は正、な iげU、'J:f:ieIの保識のり|さ受けがy人的

義務として充7うであるかであ勾〔そ札は、 li，l条(2号 のように、人ァ;。行為

者のりわh1] L (こ委ねられ、いる必要はな ν か lろじあるハぞれr'&.、手ωよλ云行

為が;'1'::み、Il'.}にミ?の榊続争裁J宵つけているのでめれば」、それじ充分73、のであるじ

もう 1つは、なザ、 i 寺町な保0~ \氾了を~.い JË へ、ど- I~五う場合エム:;ü~"}tt主

として充分ではないかである 3 それは、:1主';4;':ii1-(，ことって有ぷ土地の効呆を排

除したゴエ支 Lの司 m~J を JPJ; しこい令し 3士、らむめる

マイ守 アルノL 卜の 1，~_J;r(土 a:' i'、rl出叫れのJ官イ豆沼1'1;カ拡大してお

師、しかし b) Vt'rl出S引を;r~ '-♀ f1~J の工うなあ h ゆる'[[訴 7る義務の /L'Z

棄と寸る l二とには反月 亡、それと 似を苫〆亡ぃ。点、 c) 時的なl'ie百三ク)

場合や i'1~(I~;設fさから除外する t口、がばれきタる

InF'ji主以来、 i~;1jャJ (1)丈砿~''-おνふて均訟に引l十pれλのfよ、 1)J.、卜 /ヱミ p

Ir了anz刊 nLis;:: ! E町 rh;，'l~ Scトηlidじである')スト ンゴミントは4~ ::n 
について、 i\ uss~~Lcn と{士、 I 1主坊の状はがん生れぞれに転技すること、外界

ねな主、そのIliでマイャー=アノ1.-7 ，l_ 11/トは、ペFlJ-;主務をふじ F箇所合参'18

f.uζ つ詣乏していふ -fl'ふう義務が生じ山の;土、札}ィj、の特別な命令l上るし

さでllij~規l疋されている I嘉手手{羽O) f1!c に刻ずる扶養j 、 b\ そのう ι契約的

な問郊のある J品 U~ 看識人 LKI 出 1;， ('11 い rk rJ、べ[，' シソタ (ユ 1叶crfl泊Ll)、

助さ主師 CEcb;utl:nc; 輸務ヒグ)義母 C"'¥阿 Spfllcht))、 C i I危読な状況を生 J'

させ工先行 9;s行為 CVUl ;:r:.~c山 l昨日目 TUllJJ の場介 iJjl'号i&討を引さそけず

者、子怖をした:;z;，六、品回庁fk水の巾ド突き台ど Lてしまっと官、閉じ乙め

てしまった名人であるこ .¥lc¥， C~- 人Hfc1 d. Lchrbuch， S 22 S. 116 

1-1 .\';"， \'(-'1' ミ lf(-'~d. L"，brbuch. ~ '/:-;日 hlf.1、n.8)

-1-， Franl. vo;， L日目乙hιrmrdSCll:llidl， Leb~ 刊 ('h des DUEschen S~~-;1f!目 h!'.s. '24 

\-~-，f1" 1922， S 9υ 只九:nL (，訂licYI-L誕χ ，SChl川 rl'，Tパhrhuくh，芯只 (1H，L、

+~A の-r.:終 H ぷ i;:~;'h)i [)9ワ71 三長るJ

二日誌57(仁 :l~J) 2:~_'>'l ~'!O只 1



研市ノ

としつ、それまで被士廷がftE隼をえけていたい i係刀、 j~寺山されたこと h V cr1ρぉ

日 1 とは、守問f河な自?隔であり それは、 jJ 為ヌが被害者から !i~~れ」いくテこ

はもらんん、 i主J乙者刀そうするこシも含まれ、史には、ふ|舟(入I:'， c-;悩*;rぺ〉

「台義務カな Obs{yg行の(ィ、押お も、er::~S'! E:';;に 'J~ にる、シ f!f1. f~'i.-<t-心

i血刀、 (;tにつし川ば、法文 .y:山J之され tいる::/t.務づけ23L由l土 法律、契約に

加えに ill~ さ;， ~た子史的うミ受 l了りような、「先行'，Jる行為 (-id'丁行為， J 

¥ y()r，li山ば日1¥;1，¥;D¥ぉ Tlli:，)，l(i走
これには消怯的であった

応 j';~-yていゐ均ミ灯、，)スト シ 1 ミ ト宵「才は

"ス卜=ンコミットω見解iza a、 \Ll s~;nZt:l\ においぐも保議院官、0)干T'Uと

関辿づ[.-j";，るら f九、、 " 川〕り刊l凶a剖N悶宍肘行m口dの)摘J従Eり主詑il:州f叶け肋古が、汁;広玄し J三h九¥、 C) 引きそi宇山場1-:¥二;'.:t

L卦的ト山J瓦務 Jをイ ι守l仁壬 4市2るこ:.::;に:i消j極的ごある占 ごぶ{♂十f日1されzるノ
ブランク (~einhard Fr2.nk;' は辺、三こっhゐて、 Ausseéze~，を「他の状説へ

のソト問〆Jな転拘 l と、 仏 rl川町nを、ゲ-j~)章第:~iliJ -(:'d宇派する116:ぇj[-lJU、改 I1

i-=-t;; より N:，t甘えれる rf1lsl ic Id el:-;SC:iとはI，J表Ti土なく、， "'¥ :¥S:-;l'lZ('llとは対以内

に容科、 ξliなく、行為者の現在地を控fE'(f一ω エいろ空間同な班活」が必要ごあ

ると瑚桝オる。具体前~:.:: ;土、 ./i_u é> sclzcn 二つい亡(之、;}:zEf;of段山内~ji/や保足立の

ない状態ての乃:裂や強制寸る苧とはえU川t↑刊n しはなし ιと1伝するん他方、

Verla::;scn ~_~日 a て l上、じ)通説HI長に、 l 与実務的な Fürsorgc 0)単なる肢末J

l主VerlassE:'け}当たりない;-つつ、 LかL、 ひj:(;' i.さずがtu吉ずの現在止¥

i-i くのを巨身でメ、 nJ 桔めるいは~.~く i村廷にする行為l土、それには斗たらない

とi張する υC; 保護折や pr.;，;，;エヰ←J る八などが桃子守 t~-(/) 立ち去るのを猷認する

のは不作tj(.ごよ今;¥:S~C~μn であるこ主張ヲる。 d; 行75i三が筏吉右との空 :iJ;

山ヲな古宇附をμ義;!'rJμウJ二戸市口しないのは、イ，1ttt( よふ L肝 la出己"であふといよ

日現存でtλ うところのt.わゆる lデ[行行為 ではないことは明ら元であゐに

ての点(土、 γ~ 2章、ら"4 章におしても;:(.~在 L なければならなし ， /:i であるー

4;' 1 Jスλ=シュミッ入は、作為義務にヨ)l， \て誌じた令市内を参r!~\'-~ るよう J旨足

亡し 1る"j乍1ヲJtt与が/1:!〆るのは、 a~ 1特日1:な ;J~J;tJ={;C){前ノ!J よ L て、 m去のも

の、公/在、11、(1可ボ/肝寸ミl のもの(----jj のL!;ú~J8:fよ[公務 R 、契約L 、 b) 「 ji

nする、他人の刷j読を危沿化する凝る蜂い、であるc .:..je>ZL;' SchmidL Lcl:! 
buch，員と)S. L:l4f 
18 JミeinLaroFrank， Das S~~'afgesε ↑ z~)~;ch fur das口e;lfschelu;ich Jh:bs:， de~ll 

Ein ;ii l:Ylmgs.;('s¥'1χlH. -¥ll;1.. l~，nl ， S ::二1S <7~ 

l21冷 J ー ~.Û、 7:日 324)三出30



保高J..任ι池宮叫における「保説貞任」についての一考t'fげ)

じわについてブラシクは、保設または世:凶作〉事実|の引き受けが、その継続を

法的な義務とするという しかし、当初からまったくの 時的な救助のはqJ

(Hilfclc日lun只)である場介には、法的な義務とはならないというレフランクは、

法伴ヘコ梨約の場合を将に明不L-Cはいないが、当然的前提にしていたと目、われ

る〕

フランクの見筒Jは、 a) AllssetzenとV目 lassenを明俸に被害行の移動と行

為者の移動でR31Jする占、 bl被害者によるすも去り行為の黙認を不作為によ

る ALLssetzen とする向、 C) 既存のキ 1~1 的離|輔の不解消を不作為による Ver

l出町nとす一る点、で特徴的であるレ

以上、主'&な論首の見解を版制したが、ここで簡単にまとめる"())について

は次のように三える。 a) 宝間的あるいは場所自Jな献附、あるいは関係という

場合、行為者との離|有/関係なのか、救助省などとのそれなのか、に rfiJiLJ 

があった己しかし、定義の仕方を批判ずるということは見られなし ¥0 b) Au 

ssctzcnにせよ、も crlasscnにせよ、設が困の通叫が採用した見解が必ずしも

統一的な理解をはないように思われる U なお、特に対ずのあったのは、被害者

が行為者の卜からげち士っていくのを以認する行為が、不作為による Allsscl

zenなのか、あるいは Verlassenなのか、であるべブランクは前者、ピンデイ

ング、オルスハウゼン、マイベー=アルフ i ルト、リスト=ンユミットはf詑省、

を支持Lていたυ この白、ブランクとピンデイングの対立の恨棋は明らかであ

1)、それは、 .!¥llssctzcnあるいはもcrlasscnの定義によるわ c) Vcrlasscnに

おいて、あらゆる保護の断言、qJ為にまで拡大Fるかにも対立があり、マイヤ一

二アルフェルト投ぴフラ〆クは反刈、リスト=ンユミットは賛成、という状況

であヮたυ ブランクの場合、行為者の現在地の変更がないために、そのように

なると思われる。 d) Vcrlasscn条項の主体については、オルスハウゼンが唯

一、事実上の関係を排除する、つまり法的な関係のみを問題としていた〉

H卜では、フェ口ウヅイス (K叩山nlinFclりulω)の告書を fがかりに、そ

の後の議論状i)~ を加味しながら、我が凶の通説とドイツにおける学引とを比較

して、 Jえが問。〉出説。〉比較法的問題点を Jt1~両する〔

第 1に、ドイ yにおいてはもはや，A，usset町 n 移間=作為とし寸fWfl'lは採ら

れていない、六い換えると、i.'¥ussclzcnにも不作為による場イ干のあることが承

認きれていたことである 例えば、幼出の乗っているベビーカーが之Iな坂辿を

転げ落ちるのを止めない保母、あるいは、第三者が被害者を保設領域から連れ

北法57(5. 32:;) 2:;29 [2lO] 



研市ノ

同ヲーのを蚊~{;，する立持者{土 lius出 l乙C11 07)イ、Jミ11小作為dlュとされるに主

1)ι9、 JLが tEiC)j[:'C~におげる\ ~ ssdzen 干多国 ~Itたという定j\: ~よドイツにお

いてはもはム¥"r，jl i/ -(~いなかったのである この点は、主):)平治 1託F述ィ、る

よれ、戦後寸、下九市に主張され之〉に t;_ZJ

1誌がi刊の通説刀、iff!解

ヲるそれは、 i¥ Ll SSC:抗日と Vcrlassc:，がいわば去と託、寸なわち作為と不作為

lいうものであっ fがユ、 「ごに相イl'L工論者の，11 (.~:もい I ょうい、 Vcrl (t ó; ;--， Cll

を Jえがg;jの「不保芯 j にが二当す..:~，まで指先報出を払人す..:~，見解ドそ κ 〉彼自力に

i.}1;されるようになったのである?γj問均令市計恥を要L士い、つまり[を述する

Vこrb~;Sl' llζ の l話叶、心 Jづし、ても問許可があるべ Ac外イ) ~手 1. 

{会合 51;':第三長引会合 G次刑法改;r，Lti会的 v寸Jゆる ;;ns;，irhl川町nあるいはI了為

者に土ゐ保識のは楽，~: Vcrlas引 l を祝える見解(土、且iえを 現'~\-: nr;さな1，'奇

ク大主義的なじt合のI:]!疋!と批判し、結局史1条はj:J，':1=的いJ除を出遅Ltいこ

とプド問黙なのだから、 γ}A間 :fJ に削阪するここと子れ以外の行品態様とご I~ 涼い

がないこ主張!な ν〉ごめるふ J

まに、 l、イ、ノの iffi~むあっても、そこまでi.l認めな v 、ものの、もぞ，.)出町n の

t市川:W附につい℃はぞ山内首:;-c訴前があったJ;である戸 4ーなわち、上述のよう

な見解に対して j自主t~正、 詰Lて担問的な針:!M~，子安，トし ~i~， ¥.ピ，1山判"概念の

で能なぷ主主 (Wo~.i<nn\ に含まれない、似し、ι] ，J5SCn こ ~J ，J5SCn 0ノ歴史的1:，I主

:iEflの違い、 νの類似流此のWYJJ:.(7) f;: l.j1;J下桜を込罰 )0地旨い干るこ

と、必i去[エ行為おか依て~品。)M.i.~しることを:?::求するrJs!ヰであること、:，;i)iク

ス1--:こ)えし ζd とること、::i)~;;;泊するところと関係するが市 5 章治:~\ u'ii】、い

わゆる不吋fd事例1.おいてTl.!4、別な場閉タ4fJ己したとき、不部{I'な弘前;二主る

こ王、を批判 L!~が、その[村;i:i1，あ Jても、ニ1<(/) ，+ ":J J) J易商に U¥，¥て"'11われて

'. .たす C'VCl 以 l5:::Cll の生fEI慌たるし\u5:::clzcn とは対!!~白'0 :.二)行為話。刊O::flii

j 為-7，'にぶる被害 rへの物珂 J自主、長 J[. 一可能十年の出持、、;~)1J為計:こぶns移動、

円上'ejcll~zis. ..:l，USSdZLtnヌ S.1117 

日) Fclou 乙1九千\uミsdZ Ll n)~ ， S. lGHf 

仁 これにじ4対するのは、 C1:ぬIVR，吋bt'uch: j;' Ki¥t，] I-lil"l-:J汀cycl"【引っ1.;;h刊誌 1

V~'fgtcic lJιndc D川、~ct:utl日也、 DClllschctllIlld f\ lIベコ tdi~;òc : Suζ:ll"t:cbls. J:kS()]lψrcr 

Tゼi;，nd， V， 1002. S， 191 Pn， D) 

日以卜しつ議論を含めて、 FelcLl十zis，. .:1~Ll ssetz Ll:1g. S， 163H 

r，:: FrlulI孔九i¥uぉSdZLlllだお 1G8rr 

ー ~.Û、 7: 日 322) 斗也宅
J
 
I
 
ーの乙



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

る技会苔\のほ幼行為(!)精神的 t" 不能 iに :F!!~c)f下出、、むいわゆるん帰還事情、で

あるl 後の議論との院係には、({，が可l誌でdちる 不帰還事例とは、才J古折と被

r~:;者どの同にイf -1す。主伺ゲJな自任限状轄を解消しない場行の ¥Trrlas:;Cll ーおけ

る処;早の問題明あωが、 jdJ見が下伎の許へ帰還しない1:51合炉ホ ム!クタ ，γ λr 

訪問~;，;-療を lfi否するーとに J る :-;;~mI白むな~h:問状態 0)...1、解治的場fì と f式、後品は

\'erL，肘;cn に三~たらないとされていた}

この ιつに、自力;託手あれ 極活であれ、 V(-d九九日II~やはり中純;笠さ人

りと江!;昨「る」とはできな， ，のである

おろに、 川町、へèZ('1lとれr1山叫とし J関係であるこ三行為はが13[ ト +d .1て ~0{す

とある¥ 与が1ltJ:hえ吉1/という関係にはなvリが、市長が 続均に;ぇ嵩ジ)童

菜と称されているぷつに、我r河l沿いて「辺嘉j こ'，'，う詰;両行為を合的て

N+'j'--- る"了自 f刊は苛苛にあ勺たこ i? わ九る~~一反対(二、での去の壬引ÌJ.ssen の議

~~'i i)~i冗からすれば、待宇í~ピ l ボ似議 l と解-，る 11J fj伝雫もありた J しか l八我が

11→の通説のよ行 γ、単純遣禁罪こ h~ciiI:t-イfih墨:::t j~ζ ピ I :ii:::tJ (J)Jj:;íf;!( を格，~-.;

1l;-jるという方，'11'1:主!ユ、ドイソのf克之あωいは談話からはIれてき得な、、しま/示、

そらそも、単純芦烹SFは lj告烹 j のみを、 iミ ~~iを{:訂 t青葉罪はそオし仁川えて l 司、

j-;.r~ ~~空d を そ才1ぞれ礼7こし(日 i，'るのであ 1) 苛苛がえu;;sdn】"宅JJLl'久巧が

Vc、rla::;scn条項しという対巴関係にはなし、のである

第，;I 、 日 :a出別交J(l江〉上仏 (Jq: 1.j義務手保孟へj"J~j止 l あふ7í) ーバ也
、{り

ること L まったく異議はなくへ JIが似の民~j-~， はそれを特財して、 l ↑景品責

を汁お義務と|司 位 L たと日われるが 干れについ Uよど"指J同じきる 1つ

(ニ、ツこに計J者ミ j している ζ うに、よ足元 'Î守~H土 l イツとは-~なり、 +_1-i~(!)迭し叩〈

u、ノLオIJ(う i主いい ;~n央 L ていゐ"'，であわねは A ~，，， setヌピ" ).-. ¥.引1"出守口》が表k去の

'-'1 牧~>} 0:~ は 校WJiJ、グ〉解釈としとは、注棄に J土、 1山、;l'lz:;n丙とれ，1山以"

とが~:N~ さ i 1. "( !I-!_~ る (1)-('ある。故仁 4民主義諸なさ1干の7-g裟と保護義務める1干
の渡来とのR:J.l I~ :.ニ:ニ ι¥.us:-，clzt:n日と ¥'crl川以ιJ--:())夜引を以てぷにj，;芯セしめ

ることはlii来ない、 iご亡、、ecl川町cの成立l必要右る保「主義拾を J，Jてa:ちiこ

Jえmr渋お ノ '7在。 )-{~Rrr;執務を i宇するこ::: :;;l:-('主ない Lことになる j と.Jr!摘して

いた 4zl!'Y' I 位三要:，~i:f;f 300 F仁

r;;， Fe]nu可is，AIlS:.;!'t?Lln日メ 197
日立野法 c-ドIìJ、各必の諸問題 '~J t.去でム叩号 (197:2) 7S-~ミ苦手!!百();)， l' ，平野

「諸司ill3_~ rlJ円する).-，

二日誌57(仁 :l~J 2:~27 ~'!12J 
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|叫怖にあったと域I詳し式場行、丸町内乱n.-;た加の全体が作為:;-"'(:;f王者(保流人的

Jill 九!~:.→ある 1V) とあると寸るのは苅Eさがなパ:~治、 L 、 flとが 1'，;とドイツ ζ で

は、定f'Jの"生定の11:};iこ泣いのあることは、このような浬鮮を直Jをに11巾ずるこ

F を P;~'W詰さ什ゐにプヰ分であるわもう l つは、と炉え「保弘二車{工.I~ j午it義務を

I司 視Lたとし t も、 DdH示-ICI)1Y~.襲安任者遺妻子;こ五いです法主があえて l 保

"室ヲる玄f干のあるPi'J 1:， _'jL J;，I，(: 7 年の L--i百合 lt前 l 二-13 いては「スt'~諜す可為責任ある

昔J) ，'-ぃ"}υ円形市 ~t-~*厄 L l合はが理解し汚なくなる点ごある。!-でにtii

J8:したように、 111町民 f:.-::'}-j 1.，'てもすでに作為義務的観念;ま存在Lて、ミた そ

うだと-uしi工、 保7義 ?はなく、 'f'品 l と寸る!日能性も ;k)J~にあったはずだ

刀らである ~)、トの 2/I， û)j同病:ム Iiぇ戸て責任{首，J こいつ/河合?仁;止、作為義

務(者 とは異なった意叫が1，J~きれて c"るこ少を不U殺する、のであるよ川:

JJIわれる J
.;，.. 1-
~n :-)司、 Vc!;訂以 II(j)行為性質とl向粂頃り j:_V、との関係であるc 二、二王むよ主

べたよう l、 1¥ :SSU:-:t:Il， Vcrl，:SSCllとさ l そ0)十甫もt主主I国を拡r人えせーとし斗き

花束乃夫iヨミの""封、はなくなコ允2いってよい状州になヮと そして、 Verlaろ只".1

(正イ、p下為 M~であるこする C鮮が決訳であったとい}てよし υ そうだとすれば、

f:ぬ義務t:保持人的ド!:f，!に毒る{fiをVt'rl出掛"条Jiその 体と寸るごとには

{IすらのさいJ惑もな1であろう Lかし、例え:.，1':1ーザ C¥lbin Es<.'りのよ入

い、 1肝 l川日11!ょイ ::lH2~( あえら\jI: L 、-;:~兵三不Ji お犯の可能併は吉宗しないべ〉

とする氾併であコても、なおH条項iのム体l工作為拭{:Jj昌明符人的y;i/:立にある省J

であった}、 このことは V(:'r~ 山町，; (j) ~ J為怜Bとru]J: .;J{ (j) __1.: 1，1;乙の関係;よ有

平下せず、JえがI+IJ)泊目立のように、 ノ}Jで示作為カ処罰されているからこって、

f目方"C-"t-~しが氾訂されない，'- 1.寸論)'1'1之、 Vな〈 1てもドイ yに;31.，¥て(主主主市さ

オLr~ 1. 、な v、のである

l:tt }.、主〈巳つの悦 r，l，¥;.う阿武1)"lJ:i1/)迫 r;'~ と V ノ y に主主け I~ ~ヂ~~~との関係を険

討 L ヂが、どの対抗;こ主主、 jJiがRの j国玩l土比平%1)~[;0 に二泊埋があ i j>よいわざ

るを符ないのである J司ぺ土の学ぬが、「深草責任 l 竹刀義;I"tr~.:: 1.， ，う定式を ilii

えようこ jるのは、そのニ青味ヴn当cあろうぐ

口-v円川対日を司、1'1品犯少「る「空斉J:あ Jえようであ{)，)
zun.g， S. 173H 

l"elo11tzi日 All日お，t

l叫し1o1ISc山 du;;' IIo日 lSdl!oc1ι ， c\l~üじ Cscr ， Slra[gc汎 lzl;じchI¥.O;lll胤 nlar.25 

i~ :;lf.， 1B9'1'，会 221 1~ 1l. '(f.，与、1

ー ~.Û、 7: 日:)2(:)斗辺行
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小括第4節

ノト平でl之、 J:J.i行J::jd~(:.1却するぷdf:i O) ろ丸戦中!のもの、 「なわち、~';， 1節では

第1節守一弘、第 ?TI雨明 IHH刊、第 :i 節で:.~:IHドイ yナHべ去、 をそれ;c:tLt:&ノ(:

では、通説の形成!ßJ.粧を j山ることに J>，川、それが当時O~ :< ，fソク〉宇説。):1，虫L

〆お響「にあった予とが明ムかにされたり第 2?，~では、l';jf刈の民聞を l寺系引に沿っ

Cが辺すみこ，1.-，~:より、「保護責ド {者)J の根仰 L組問l が、"Ii刈院は;::..t -"' 

亡、あるいは、字引の~;警をそをけて、叫んされたことが明らかにされた なお、

JT'5~~ . '[:11 vl;におlべ !LIft議1lf:エ(者)I立法主主iJ¥J・形式l日に理解さ1し c¥，，，た

ことも主;;~"である きi;:1節むは、 記イツにおけるヰベな論長の見解什虹訓ずる:

i: 工lj、我が伺ょっ;tJ:j誌がてれを参考:.-:l~ たこょにはさまざまな杭庄があっ P

ことが(改めに}明ら炉(こされた 第 5;.;.，. "i' I三、これらの戦後抜を払うことに

ヲるハ

(裁)判例の展開(戦後)現行刑法下における学説・第5章

ド室(よ、我がi卦における ~H去の千三;(.lz び f主主)手:j例の民|地と、 199自主に件川

。)ノ人cí:""~~が行;L:;れん kíJ 可li i'~~=:: ド1， I、l祈ドイソ刑法Jあるいは l新法」こ

いう，) "":，'にすjけ七議論状1兄、 (T)議珂守をド均とT-0"R-引ぉ均には、まず学説

につし 3 亡、 l見有グ〉説読に大きな~;警を与えた 2 ワグ〉泊説批判ijn内下手泣び意識を

I巧らか~，: iた戸亡、ノト私自訴の''2¥::;，"'，:こついての現砲の議:令状討ψ、対す柿'3:

叫停にして苧J1I!ヲる E前 l節)c，次{汁'if;:j( ツいて、基本的には時系列， ""jl，つ

ιその民間を.iLl山が ての降、判官1:詐勾，1 (半c'r)r l;gl:-';~ .判IJj"Jt~芹) 1: 1， :__、当夜判

決マ決)1ジワ刑された時刻のもの lこ|型るわ}をきょ1討することで、千況ー実務こド"

同とのh!:柿J芭を問らかに1 る{第3節)主におlドイツ汁1];去にヨルミし、その改

IU~ P'守明らか l しj>!で、 ~t{.:..:C)ぷ治状況を料介 L 、かっ:九が?司。〉解釈l前に

rtL得る院内のfナ川をt0t;すすゐ l第只釘) 長[主に、以上をまとめる I第4七わ〉

遇税への批判と現在の議論状況時第 1書官

?当士、話5f「潰x罪 j
とづ:A寸之"、)

日 j止じ子、遺言主罪に|噂する ~-:T.õ合内を整J立 J たものとしご、

il、教28G~会 (2úú~;' 4!H耳以下i;ひっる (以T、?ヰ藤 Ii立棄とド J

:S14J 5
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的問い形成された法訟は 戦役、 2つの批判に秘されるごとになった そし

しそれは、その後のjk[梁罪取引誌にキκな影響をワえたのである 1つは l遺

棄Jの星第に|却する大塚iの批半i、もろ 1つは「伝言さ主計千(者'Jあるいは「造

事 j の;'tlj~l 炉そ h)''- の関係 v 司するよド好た のそれ、であゐ

まず大ぷi士、移去を洋品、置き士りをぶ洋品、こプ主解する泊三刀;が、 l ドイノ

河1]it、の併釈に任批判的に迫日iして 'J'(;:1煉いがあるリ、 両[:¥jなイ了九)1&態に況

われ」口、ノ批判して、移誼には ItU~!J 争要 7べき者が↑1 さ;，-:. \~í )、rUこれそ""J 

る不 J乍7.':;;<j仁晋さ去りには「後遺文首の保誌苫への公近を広1ぶし、または因鮭

ならしめ之Jょう公 J 作為が、子れぞれあり i与ると ì.}!iしたにこの批 H/_+:_~長

には、終世/苦きうそりという生全日 Il'.}な ttn~~や作為/不作為といお汗也氏 (l~;i;![念に

ょっと より詳細に分析Ll_~ ，戸に重要な意立があっ手い

しかし、人以0)見併も:if!i以の作組みを逸説中るものでは午、かったーなぜ必り、

った況は l泣素足グ):)ド到がトルすしたとおり (民険 jl~; む;千人需 ζtA誇1;)1>>1解良知的

判格 ワ 111I 面::iT" であふとさ、行為主仁おける夜道-!r: 主~.~ ，~-.;する叩ぷ責任の

rT:ITf;d、i主主1:ぬ乃μI弓的定型性の$I:!問、 Fなわ仏、構成要科均辿王丸1J九じて)忘

「土を幽するよに、お心ずか!っ芸等を導《ぺき乙ととなる j として、結片 1/忠61

玄任J よ1'1九義務であるごと今以拠に 14誕の，~対{り ~t. 'fi:&めた(1:1.:__ 、中純辿

で ~Fの i 遺棄」手作為 ζ するJ からである 61 もっとも、そうどとしてもなお、

これlよって1A東北町釈論が飛躍阿仁発，ui~_たことは間違いなし 1

これLけして、、:itl!.ti土、その;l;況の梓'Mlみでのものに異を唱えたz 、ni?l:士、

Jtf誌の村組み;こよればヘ l保護責任:円必牲は、 一一七条の不{i為としては先

罰されないよ与な行為を、 ~-I たよりも韮〈処罰ずる ωであ。から、 こ(7)

i子;主主任i":(土イ、作為川作為義務上 :1も、も;し Eぃ長{上でなけ1しはならな

い とm十]したのである山「このjjとPJには、 l保護貫 1千(苔)，内解釈品 ζ 保

日)大J~i 泣考証 ~Jb.，;同 J]f-IJÚ 論集:つ; ~ (1977、f.J;rlH 19S:l，; !(肘頁以「告~~ (~_'J. 

1¥人以「遣市罪引用了るJj

“ 大坂 i遺宅管:r:1ω目撃仇
にもっとも、以貯は、迫訟を市長h~.8~界じは不作為グ〉 辺来」を処罰 1ない

治ら， 1~~~[支 jlJ はすなわち作為義務である}二主張するものと理解 Jているが

L平 ~llT I諸司題目 75頁拳円円、通;えは、「係議直河」はすid:わち作為義務守あ

るか乙甲結J音~罪では不?おの「J音烹 1 は ~-~-Îj されない、く主張するものである 3

山ツ肝 訪問照:-:;.J';'!J Ff以下多n\~0 林芙け I はこの山に目説ー層解の 致が

ー ~.Û、 7:日 3;8) 三出2~
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設τr1-千 t~ 注棄 ;:0) 山重込河日拠刀、 I-~;-j.手寸ることを小した l立に重要な烹づ乙が

あった。

平野は「保設立fbと作為主務!の具体的な|坦孫、つまり、 も)藍L

の厄味、を明わかにはしなか '-j/'こが8:、これによノし品素案肝阜、詰は刃I-/::右:段

i1:?へc主人J二<7)-rある。 nト、 I保護背任(，1J')_J0)解釈心にi明づる了P訟のJE;IJ，、
を整三市する

現ιの苧況におし ι 亡、「保護責↑"者)J の解釈えトーはりつの芥J':1輔がある。

あみとオるが、そ札泊実現弐れてv'るかは疑問であるれ林美1:チ -f~~民主主任の

発片仮拠~可 111 :#1，之 山口!宇細川71、の?ロ L前 υ絞〕巴 U6頁考照じよ

i、林、会ミノ r;;f;ぷπf工 と引用する L

lil と f去、弔問。〉批判 !i 、民主烹の相汁1~ を判事7 いしたものであコたが、その{を

の謀議材、i'il!.からすれば、てれとは都関係に妥当する 現力了、 l辺羽毛」に閉する

;~J -¥'，輸は三つある 吋つは l 童女」と ヌ保日立ーのlイ別対半、もミ「つは単促

進i末開の rip.来J I不1:九のそれを認めωか否か、?ある Lかし、 J.l5.来の絞
{じを， L~I-:'j} ずる近ド「の有力弘、 t なわ 1円、 II~ 義仲(同「遣ポ罪的向起点 Jrp

III研 ほか編 l王!i.fUドベよ評忠清4き i!1ji1、件~:~cノ諸問窓 口982J161見{以下参
l引(以T 、円高 i主主主~~ とづ1;1する、 1"1針朔いト暮:1iJ' 各論 1町出n
G8H参 :1託、)、西 :_UW~!と(同 L 可iJd、冬山 [w :) g:JJ ~ [2似)sJ29子-!J'1.~参:[託、ぷ|\

内111I拝読』とヲ n:-，る、LノJ、林治人{同 I抗u、特論」、]999J46頁以 1"[以下、
朴、了名論 h と~:点ずる， 1 -1主，d~c) i，代表される、費需 l を作為あるいは移置

に限定L、その他今 l不i込議 j に6-:;める見群、あるいは、|勺出土問(問 1不作

為の宣 IcJ犯罪情hX:'，~~ fiぷi引!の理論 :H:l?叉付先端2右〆 1[10HL、イL山H出21

刊百以|、苦手[~ なお、問書制民註 r~ 1 ;1ぴ「乙]雪印)、|吋ヰ勝 f同小

作7ti よる直立」に関守るJ/~:J 肘学~，+巻 3 号 [199ll、日頁l辻、参照人

同本 l覚書 J とづ民するー]υ九割以内夜 (:6: ィJ下為7目前 作為itr完治の 1]構
成 古l8J21;2員-t;;Etr t!下、堀内「ズ↑'/j:?:t58諭」とづ1JIJ -，る)、曽相~威
芯(lrrj I--i塁:*~~J .:!a部前ほか嬬「刑法主主論。〉現代的民間各論 ω6-.WJ.¥ 
100:2J 3U"þi以下巻照「ι~-T' ， '，"'i仮「辺主主主 ic引;r:tる，L)に:'¥-}-くうれる「立

来J(司、↑'t"~，) (!)そ;:~を合める見解、の'.-'，-f'-丸 lあ Jても、ご持論朽の「民事J (i) 

埠鮮<::l-fYl会責f手(託んのそオしとのlノ51:X，は存イfJ"，なu、としいこIて.3:i.，-¥と思われる。

それ段、以下じは r-~，込:4主ー(ニロヨする議論は苫 l常する υ

h その災、 T野[よ、身分0)緋続，:1上 /ζj で:-~ r~/、小野のに解〔北 [18J 怠 1，弘 J)

を論拠に、「保二議官-iT昔， ，t-は cI1頃から J川子方の"-}-;l'lr，について記芳宇 ζさ地1"(i'J

[正守工身分)と.;-~浴中る(こ 1 る~ '1;' ':iéÙt ー「単純1貴%こ保J1~支f工芸潰支 会fr)l

S7主主「j号 (1988110 R (n人、子野 f遺奈Jと引泊するこ /0

二日誌57(仁 :l11) 2:~2:l ~'!161 
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iつは r'fYE害責任Jと作品R:1専の|勾将、もス 4 つは l保護方{千 1 (1)性丘、であ

る~、吋、W0には、主ず首有について 作為義j潟市の三中前 I'f'~-!Cぷをそのまま， ;;f~ 

設古粁 L者;J 0)解釈則合に反""，さ巳る引;>.~解リ L 人 祈作為主務説 Lいいうの

これに対して、 ;lli ，~;~を 'IH作為義j;~ ，~E ルいうじ【口)品、作Jfb義務関係:':~(:..用 ì1'

しつつそれJ: i-') も I;;~ ~lごする見鮮(以ト、 l限定何とし 2 うに J、作弘北

設とは料開f、とする見市 U:L~'， I'-~バノ為義務副L という，1がある また、後

昔 t ついては、紺刊一為主務;註7i(')'限定作為又務;えは i主口、要よ〉し、北'l':-'J~ 式L蒋

訟は責任Z:素とするつ

耕作品j~~;J)~:~( の論苦心ある丙出典之は、 ~j~ ~0c.が牛為北lýj (1弘美Tてイエ)を，'1、

討を[↑J ・1[';式的:ニ Jj!i';i('4 ることに.5[土，] 1 ぺ l 童:~~が明恒[々に'!~よい刀主力牛命力li

ぬを創刊fする行為丈〉ずれは、司、-f"*訟の十イ4，であゐ保設立i干昔も、寸でにも'u:

ヂる民扶助昌ω生命の危険を支配しうるおf止にある ii1-(こ限定されるべきであろ

貯のえ日記LJ!~土;;，1すが行品者心意思に J去りいて無得予れたj品刊に山議責任を認つJ

めうる 0)(立当然 Pあるが、支師 I的地イ十が 11'アミ石 U)~È，"~ ~.~基ヴカない域~~.- i土、

1J為者r 要枚目j苦2の問;二 定のrl_l:斤共rrr;1，t~から斗ずる λL_1日 の継流ú{; な保f~

lホすでに、 H-I~i は、作為義務論の卦 jí;j がき手考になると指摘していた-~ H i0j 去

でザ1173巧安出U
円なお、!日 Vf為義務日i.:ょ‘ ~;;-f-九一為義務日↓といけまと~'í- ，~れる見 :'H U司泰『吟論l
/L)3J円、:5'~ 日参照、単キ~~-塁?主主と -{~pW責f長室;î引の法廷r::: 0)差はi主主
の主主呼;Tli枠内向さいふるとする見解{大Jふ「法来う"d 10:')頁以?母~;::(，) 7)"ある

“な台、川本は、構成佐刊の対 1111 的判断、違法什心、司対川'1 的‘~!，丘的'['1]刊「く

いう枠制みから、 lf水書Af;年際点 J を t~ 子\1~11~L "C， U、行、契約、ボブ~.r. ~I) 引主

"]:(.;、先1-;1-;為、 や挙;ド、 l定物写;の;;fl才，;-(";， . :1五一月R2;のJ-Hり'I-¥!_に」 基づ<~副 æ:

存排除すぶ てして、史によ'ia:、性の判目if(.おv、て、さまざまな1:1:1引具体的な事

情を考おLて、保湾高任者3当事界にイ日01-，1.'迅J、のn・.$::を制iiえくいるか否か
を;リ山f寸るとし 3う， 1制本 l完菩.1398以十主主bi:f_ :0':本的作為義成誌については、
1!1.fi022長以下会派乙 gt妙(こ「打点整責任!と作為Rf年とが民会る J ま7二、口問も、

ての{':ト充義務玲とは呉なι、I'-i山吉立(r を位、令、契約、事持色目、 -;t'.:::!;J_1J::'i主
げる。[];日;1)宣常-)i-'J .1 Gυ白以トをJ!¥'¥(但し、，]同(1)場TT、「伝言芝l't1コ 」年九

義ti?(!)ii、:主が異なる ι乃は当然子あるし更に、 'i'，組泣某苦手をfU食五1長!E、県[長
安江主;青空ヲ更をJi:i:険~j~烹ノト解消 II士、つまけ、寸1，者は作為 m、後おは真ノト午為

犯、乙する見 lヲ小ら、 '1呆産主任 q~n J 今司説とiJ]J主 (.=~H寸る同 f干しがある， ，1， 

中紋ー IFjFJ;. __ ~、 û~布 T !: 1，:!()U4)山良u:"1~照(以 f ， :11中「名古前 7 とつIftlずるじノペ

ー ~.Û、 7:日3lP;)三出22
J
 

ーの乙
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|叫Hd1l7寸とごとが必芸であろ号。円三宇娠し 近ーサ、斉号車ちiも， I .lJ!イIでl士、

不良iI不作為犯の成 ~L約四 11 常設官に枚目p: れるようになてンており、それiユと

に、伝説古伴者霊奈~)i-\v) r& \';悩同士仮定する必恋もな~，-， ~'; 1--:十ヰにする「平野

の批判にトかわら「、十三誌のよろに ;ffi~;âパ1予をなえて未だ土張さ h白根ZZi は、

限定作為::/t.務日付支援小 v て M る '1'右差育↑千{呂).Jの :)j~買刀、、結~-~は作弘北務

とん与え呉ならないこいう l認識がめ匂からである J

その限定れ品7>":王者説の論者であζ山口宇;土、 C，保護すゐ立れのあゐ音1ば、

中純遺書t罪において不作ねによ φ遣ホの"13'"什を:占HJF:1tけるiZ草人的地止とは

宍在るものじめり、ぞれよりも乏し、処罰今決給付け之Jべ弐ち J月とあるから。よ

りIJl疋ちれたものーこな i宇ればならない';j として、， ~併殺 l竹 i文芸期係ふ中Jυ とす

;;:J ~M号室の引受け\，-:主主丸、亡保認す、えさ 11:]主を民う場合に限定 tるのがf正当ごあ

るい「深J[高正/i}'は、可なる保障人的地位にある e'を越えた作為義筏を負-io::

ヲるが、子れはHH1!;r:1'} 主:配を前提とした、被続IL1~~~iF~1係を 11 11 ['" とする i討委の

ワ1，，'，t ifが存:tずる」均台である、と平張すゐ¥ そして、 If又主主tEj は作

九義務の 透戸かつよ缶、要素むありヘ Li.J北、問者が{走者土りもiliいのは、

役六七の行為何 iこ討する依存目、やー誌にふる ;J~防 il(:ê 'l': の減少、があるかlコ

とする A なお。違法要素性会見し出す +IL白(土、場l 汁為義がrJ~t と担なうな i，'とョ
加十?

えノ'J，)

本説:土、 jじ('1ぬ義務説い井j)~ 中純治家オドで不保護r処罰されないことを高

とのじっji上疑:ffjである、 rt汀グ)王室さは;主'lfoJ軒さでEUi峡することは、 il貴烹 j

附jll]こ] :各"白Jr~ 3つFl なお、 i司書33民在、 9) ~~，; ，~\J: 0 

川 7刊ワη「蕊 j泣i立占3県』共主立祥巳)I凶3古;-lf頁L そ!し/て、 (①)，; ノ r-?家哀3払LCのfつ)ような親?帝寄なと1刊{;.!七I問戸司wドμ、悶j係不に
ある主均号合J，、 2ει斗j己の排i他1甘世1)，灼支曲

救Jl!.防iり')7が;戸zイ小、u叫l能昔L< ~は土囚止弊Fな 1収よ泌カがミ {ι"ιιりJi付州t竹i さ 1ι以企 t結書呆、 要十へt!J者の安全がその

7守に日他l陀にイムイヂ〕て、ミるムい 3 てよい場合、を挙げる口この見f~P:!土、仁fコドi

;3-1雪のそれであるい "森喜l苦 1)1'.1法各訓 C:;，~ 2版J¥ U99G) '11円!'J3同。

1fJ!. (，、土Lij Ll、のjヒ言ト「保護宣伝 (-fi)j 今一;Hí~~ l:':J(，解釈することはiJ1Wfで

あると 1 う批判があるJ調 ι1 子 l 透常的概4合羽田J~::~之=山 1 1.'早IT'JfI;;:}、の争 J円

[市 q版，:dl (200U '! 13S頁参照r

付 I : ry:刑法与論[明言J版1 (ワりoに 36 白 u ト }i'~召{以卜、: ~ : 1 各論」

十、常 lfヰ ~ì~ 70n以人 73t'1Tt:' とSi，fi-gるっ)コ i厄L命におい亡判定取旨 l，j::(/)は、
幸之fjr{

日小主主ほか『各論~ 7~ .f:'{ [同賢]弘法(

二日誌57(仁 :l1:J) 2:~2l ~'!1只 1
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法叫のぞれのギ性的な反映vこ寸乏な~'，'、とJ!tclする。

tJ トの見前こは呉なり\ヨド作為義務ヨ i を t~"にするのは林幹人である もッ

」も、ン人別か円、 J霊τrzLjjlの原型位、ずなわ九 t~ :よる了供のi立奈を強:さ戸、

L と巧はイチ在しと イタUえ;工、泌「え]徒 76、11;百義l専"、曽根成rどさごある 〕

かし、林、予、)のfよきfì、そオしらとは列なり、 .T~!.行ノドl法 1.0' 遺棄ザ加え立に ;{ì<l7'::.

よ I1 河市首 I'I~J 1.i松拠やも。て本~J~ ふ i 張する…作{幹\によれば、土三組逮*界と

似議古ド者)立案 :)f-~(e.で:.，'-、耳にfllきによ ω弐梨ヰ想定しず場今、行為者担何に

~' I ョ各詠 'i7問、 H I-'J~来罪J 11-，1 r問曜桜究1f"IJ法各論J (1日仰、初山1557J

31H参rr話 他に、犯.Jr:C)不正iを♂、益伝古田危険に求的、 k務違反はふれに!剖好
子る政伐でのみ記摂き jしるべさ〉いう U~:ーがある}内lii 正 Hi::l 利渋谷詰〔第

版)ー (1906)92氏主?明。史、二、 :ri!書03目、 9/1q詰 (10; も名問r

7λ;:~ i::::fl九義おミ立の l保書宣伝 (:-ty)--， ())~司容はナ 11象的ごあるがも円体的にそ

の悦拠{絶問j 1:.~;12ノI、しているのは、 ";*1刈 cある l 叱 *1 は、 ;-'[1:'ぷ読{事(ij干f

百は、 J要扶助昔のfエ命の桁議rも ばら行為者にをねられているいいう実説的

な芳市μよって吠なられるべき j 二とをけリ ~it.::、企「ノ品u. ~~M 子を出:!日とす Q

親族B0~古ム関係 j があると 3 、(J;'変質的に h て事U}1í品があるとき、治?の

ような ïx~ 1~ちがない刊lι人の渇白ごあ "I"C 1>、 11為者が可害巧の 保湾.t:M1t日:l)に

0!d'壬けんとき、に， 1;ll.g~'~-r- J があるこする。 '::2)の根拠こしては、市 主

:: .U，j弘設 '1 能性の~f;')(及T;' ~~;J)~行品者に保持の継続をお汚，t- ;~)ニシを 'iJ: 当

なら Lめる-と、を挙げ/，)ι':、暮ほか I各論Jl70良ι 卜 jFJi!f]7;照一
í"" 府内川、作為~m 1í，刷 2G2只以 t'U， U'lu] ノ川法各品jJ，11 i20ο3) 29点、 32n' {8~!;?: 
校行どは次のように一張ししいる l 八タミロ士51果ご蔓汗に外11.( どの身分・

地位芯千f9之}省の「立5て行為仁刈 Lぞの身分めよれ.;:11そり1:.重Lている場JT「あ

るけ慌たE主任背とは自1f4分である l、 保7主義誌は、夜扶助TI を扶主、P;;;i~~-9ー

ベさ地位、身分をF、味ずるよう ι 、 'f~~~X::&' と t::j王 f!JIi亡の うi(7)身完関係によ
り要する(ママj 形式U~i な lCfiiであるのに討して 作為託，#~: ~士事ヌトのう I(; '，';: 

けしおから生ずるものじある u 前町iよ責任安素じあるに対して、 f受J11れまLiz
京であrfJ 両者は、託子主の発'1事f判、根幹丸、性B~'r 割に T る。」、「十'1~~it 賞作J)

イ艮拘:については、要f丈此ず?との院|系が屯要であり、要扶助??を排他的に主記し

たつ¥あるいは凶県庁Jに支配したかは刊i-J出ではな1.-'" 記長のIUJに保誌にJ叫する

換の」しi司V寸J'0珂L了、が認められZしi工日りる それば、1J~"大 H示三さの jI':!そりの快j

J誌があ:た刀仁ぷ:)fl~ If.;~えれる」

" []島 rj宣で ~ì lCi3-.H参弘

普校「造事界 J19頁以下、川支以 I苓照} 保設責任!立、も》もと i~干・に

婦など引{史4共Irilイ本心jKγ士!こ恭ョづいて議J する責任!4:素で l ある「

l219; ー ~.Û、 7:日3W斗今日〕



γ→戸量点任 ι;t'J. 'Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

」ハて i主t去性 f市険性土 .)'c~ ならないと a{定作為-it務説を批判し、 f誌釘ーが U己重

処出5れるのは責任が市 νかつむ島)、 l保護責任{折)J は、， .[，、 r，~，ワ緊yrな
ヘ的l斗F長を基礎こし-r、fr::扶助言土以設するiJl)J撲をもつことがJ3く蚊守できる

ばあし λj であ.{)(V三京守る 7"

このよう l こ、 JE~:l~ I !A::主主責任 J は、戦目'1ィ二は刊って事実的 実民的に

]却併する íCE同にある ρ これは、作古義務論のJWifi主的 ~~DIが開く~-~響/七結果と

思われるヘ他方、 仏~~j'i 立/下{音)--，の~)、 è'J'[主他、い換えれば、保設.td下者 i立

案罪の~安的企加j主 ~-~Îj根拠、の [~r~'千は争 ν功、あゐが、~ずれの見併も、 l 保

護六i干{者)Iが認め lヲれる範問を行為者と杭害者との簡の痛め...，アなじ1係

に限定しようと〆て vミる それ限に、各論首が抗~;;r、1 る支11 i省1」グ〉

):'1'解]Jff:也的訪昔のそ抗介主制的に同じであるよう，"-里われるのごある ]司ιの
「県本責任 U;í')を巡る併 fi{論のぺ況は、 tl~めて混乱し七いると言え」う ο

{裁)判例における「保護軍電任(者)Jの理解の変遺(2 ) 80 

ノベiニ、本節では、 l保亘責q 訂i， (1) tに拠吟，[!e[) [ニ7マ/9..した談役山

判例の民闘を( おか除2;) ~"~づ主判的:二邑ていく〕その It: ， ;';(~ 4章第三i'iuとは

t裁)

第2節

宍なれ、;t:節で(上、汁み判決 e決定子;苫れたi暗号jの判例a釈を子がかり J 、

それにヌマ「る評価の号~2 :ì霊いも;土訟をまJ、うニムにす 0 ，

災後も当初'J(土、災己;;'0)判予の射殺じある I'f:(i正貴1: 釘).J (/)相占拠(詫間 j

，]);L1].的・形式月な時併は縦ぷ ιj した(~上三よじり詳細;よ不 IJR'(' ある/子ノ iL 来氏

法的規 λ己lごより fう属に ijIA人去を夜1主主負村する省はすてて刑法治一百 I'/\~ に

いわゆる尊尽fω 右手??宇を保践すてき員 f工ふるものい誠二~， Tゐ、 f しれ:IH杓

:2 9 干の札幌 If!，裁 ~Tfi'H 支部判lìft-h、|矢帥である被iil 人デ、被ill 人の匹以内に五い

:-9
林「各論自以上妥結c もっこも、この凡併に討しよ、林美じで計が、

l伐

採〉の継続的な関係が亘視されているシも戸える，)J 円して、;皇u、要~;-~ :.-も情

L{早ることを耳叩去して v、る 1 す干 足) 'W;~[!主↑工 1 :36買っ
l'fl り詳泊に:二、持弐

;'{I
社説ttiモ 123R1H'多1同ハもっとも、本節も ドm

m論的作、完をAJ吋とするものではないJ
おム札申立片沼畑支判配j~D ・.1 . :6fUt十32-，j-9;5到。刊え::式次の」うに続く。 l扶宝主

義扮す千数人ある均台において尊属たるをす千亨》同居 fる-?i:ま他(扶主義務青が

あると心とを向わず保誌をなす貝↑こがあるものと院ずべきであって民法第八E

~'!~ol h
y
 -3 

の乙)
 
円、υ-3
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て、 虫h泊」令白を Jお?も1 サ虫~{ Jv 亡し、た J汗附1奇から }子c吋共潟3:にこ，y.

j刀Jな5拾ち岸ふb佑臼して主婦，へ¥引き t波喧しにが、カ婦によっ、情主去りに2れた|寸l見に

\.j して、妊婦がづき ~r りに民ってえること会斯守 1___ -( {f'-fらねjilJなj昔置をl与さ'f、

|コ'l V~ を死亡きそしと明書にコい亡、 般論レ L亡、保設「責任l土法令の想定、お

約、也市J、事務~辺その他条理vこょっ L 発I[ する J 、 ζ: 7'三i'丹羽 3~ 年の熊志};~

j&.i'iJiJとぷツ、足J-t-J-i守が被迂ポド 2名ふi告でのni~'i[ (，~ n t 、たとこ人、被~;-li}々の

[人 J戸泥砕し介fめに、 宵の被軍用者が 雨入の灼宅に↑jき添し i その荷号:J

財:~lril人乙にロいついた戸岩ι乞共，cHI、を iff;]I誌等 1 したとこ入、|寸人く
i古河上ご:]抗となり、近用者と被ほ用者がそσ、JJ告(こ泥酔Lごいる!μ 人を3主主去
i} :こ亡、["J人手子j半のE普通上りIT.l)えせた事案について、ー抗論と〆て、:F'J 

J、第二十 l ヘ '~~l;お 項に士見定する，f*設計イ干 l土中に~)、全に大くもののホならず契

約:こ悩ると、事務fi'Il主に凶ゐ三、はたふく記公 佼通念に出るとを苅わ ない

とした:Inね36干の横1民地裁，'j:lJ伏広、が存 したのじあるこ jll:，、ニれりはあく

ま-c I j恥ぷ支jJ (主、」の月;q~，~論の -~Etifí布 i 討すぎず、熊~"地裁吋 ?J(では、条互

による「保護去{干」を否定L、横浜地裁判決日止、「 抗生l会通念」をも併せ

てそれを説めたここか l九いれιに;づ， ，ても、可，:-~， (ニ 性条JftI事実)を介し

て l保護玄f千」の有川を判断Jる制作jになって宍た叫

七十八条より付、廷の釈l予を工じめたト仁、抗美義JJ;-を尽くぎない場合Jおい仁川

事責つや負与べきもり}解するこ jはできないっ吋垂，ιI肖;も郊f以(7)刊日;があコ

三こ~: U-， -9'-C~ ，: B及Lた え::lO!望号「ペハ"("1しょの河係を考えむと 戦後、 11、

>EJi¥t:f i;l:M止規定がな〈なったこ乞をニ号l革Lても、当初出例はやは"、民法ょの
十人並::r'U# ?i'~正 以議責任 i~- ..I であリ、そのうちわ、量五椅~!-'fA~_全責任)を履行

ーにきる科、似にある Pてが版止すベミであふ、"')まり l

保護責任」を白うとJl[lJ砕し
ていヂ Eつごある一千、判ィrlは叩b:と「同掛」している礼者投葬者t花汁ιJ先史:
1J義才どがあえ[)t.':. -)るが、こ 1 し u ユ、 [~3:U、仮5条の影響〉、技交義務 ;T保護員任

の辰行 "1 抱 -t~ 1'比グけつの;):1型的判断であゐと鮮己れるのである。もっとも、， [内

応 iがとのような意休でそのよ λな判断今布く C)かは、問題となる)

間設メ，:.-l;{j判U[iTi・7・1卜れ集 2-07=(，日10:-31貝ほし、本判決は、事持
管理あるいは条還により「涼投手(1'+:;がある j ずる明祭官の主伎，シ+~ト í-j:: 1___、使

苫ヘを拝罪エ Lt， 
g，') t世igy勺判む36. 11 .ワ7川市装3有 11=:2号111:(1 
保書の取詩、 1下作「務:を士管珪〈の1つ川)i:υ」
8l ιr uお") 多主怠rよ~jj照官叶

4やf?一奇jtj同;言 、日百 ~t ク)

をHノした J

ー ~.Û、 7:日3;2)三出 8 J
 
I
 

ヲ】の乙



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

; _1_~示詩買f二 (~1') ..I(ì) 云律的 m 形よ的な理解l土、l}，~ft沖'JIJ，Wであるうと丸山ヰiilH'(，寺

中ムを伴う)ひミi1:(YJ)に苅する、保書責任Jh塁手生虫のJN:-(::が問題と 3ナ!と

判明にも見られた 「退院交通以桁い、泌一団法泌 主は自動ポの交通l向い負

傷した巧があっと場合には当設 助申の操縦計止は長移民寺に対し被害者を救

誇す J\ 支..r;;~務を謀 i て， 'るので、打。J誌~~l2 1J等;-;:ノドl法 人条山政に"，わゆ

るi"i5ii:，i主す可主主任ある K' ， に該当 1 る l 、と i た ELi干 1:-;0年のよ阪，~， 法子:ji1Cb

芥皮切りに、 )sJ守交j白取がii-J、二11:1在、同;)、拍if二令(す7朱在日山弧でj)[mL -C、「かか

るは此 4片品縦告は法令によりケ病告を f~~f~す刊さi'i f工ある白ユ(-，::訟当する J 、

と大限;";支判決と μ 禄の論理ず '--f-;yl~善責任 1 肴主出 L た IIr{京:r 3~汗の説 1"'ち裁判

以初、 ξ 仁て、その{去の gii利 :)7 :4-'-(')京HP政相W~灯、 E(1相 ;41~の i;~fi

が{'ιし丈のである J

日目干';I:-H-;Tの最高款問決n:j:lld調企弓ぜあった栗田正か、 i本三判伏はrr保京i芯Eξ江l

υω)1絞江琵之♂宇郊5を

じUのfつ)収亨符F臼付プ刀Jρ、引'tにtむi法#ト!--I!う〕耳務2己理σの)ン法?去"理tr:仁?以内!〆向保tロτ支r汀H妥荻手;負今:仁伊寸介、る 、、久さ Jとは、
〈日n';抱/大にご半判ド担町1]A:¥1日S"9 2お8------!];IT-;昔註 ) の担白L 目俊受L切F芹斗土司iでd;と之る)-，..1凡叩勺¥、 ム説明

した」ζ 古か}りも H問月りかなよう i 、ここでも戦 HÎr のれf.&を紋互い~ í~ '.' ，たのであ

る A

Lかじ、その役、一散条項のif!+l7hi lf[却に山て、 'í~~~pgtí- (占んの事実的 e

ブ三科目円 !~tへと移行するこ t いなった， k~告人が、組込知りと称 1 -( Rこの司

政車iこ込せた女刀か〆， 1昨車を申し人れりれたにもか今わム仁三行を紋抗した

ため t 、 i司立の飛び[辛りによる白:"犀すべき状:i:~ を生じろせた事案にて、 FB

初日イ!の東民同J't判【よと(ニ、一段諭として、:f'J i左前一一八全治一三(7)-;rj:iitt:責任

のf同日士、~)、今、史的、噴習、交l~な台のいずれごあるかを問わない 1: L t' 

日大阪高子:j::烈0，11 ' 1布市特フ巷22足 1:32頁ハ

出最 IT 卜必34 ・ 7 ・ 24問主 B~宅 S 号~~6~~~ ーなお、丸fL決{手、「刑法 ヘ条i

" ，う;青空売には中なる置土りをも 1，:1.ジ73と解すべ きこ Lだ。

日1 史点l亡/1戸l町村I • 6 '::;l.~) 収集L)o-ら6i}422貰 J なお、 l桜弘人全伴うひ会法げ」

とえるか似抄な事交とあっλ

:':.:、反古判llR4;. ・ 4 ;tj Jß~)主主主(:lii市1')百年:， ~-('なお、本判決(士、移 i呈

i二作為ウあり、置さ去リはィ、作為である、と<:t'i.)判廿ljct J住 明言~，七一

出軒当，1I 'I'ljji革， 1'" 内社長Flえ段判 i祥 :]-IJ 土]信~80間以下{見に、 28ο長幻下) -1}F¥i. 

なお、 l円問主明日 (-.1 季開J

二日誌57(仁 :l lJ2:~17 ~'!~2J 



研市ノ

: _-c¥l自動芋民転者刀、津、行者を誘つt防千席に1，1京せしめT-"ヒ行'1'、 しきり
に下半ヰ求めらi!たにもかかわらず 走jJを綻続したため |寸来:(:，が路ト;→飛

び符 h三重傷合民つザ 場 lヘ;一、そのぷJ藍をwずる事態をI'w認したJ五転者としては、
いわゆる 1:己の 'r1r.;1 J' ，! J' ，~弓に主主き、制出第 八三与第 1立の保主高{工を有す

る戸、子Lて、このf品行、 1声示、法!の紋護.;¥;fXを伐っか否がは|羽係な v、として、

f 1'1己の先行行為」こいう条河を介して問問r~~むのごある S'

本干l片rLが、これまでの(;I;.¥( 子':1吋えは到な (j、，.-，わ凶25宵己の先行f二

}こよって 'f'-?;~":f{t工 j を認めた背京!こは 1 日事 3，1 午の月三百 tx:lU伎に対 9 る t子乱

及乙K'，えず今か lヮの似しし.j北下Jjがあ 1たためと回、わ1しる山乙ヤ説におνιi土、例え

ば、f.4{木英年が、 l 刊さ逃げの別事責刊の同胞は、税局、不旦iト不作為犯の21

誌が、当践の場合;，:、 1，'かなゐ役害dを抗 9{)かに侃看守{)，oJ 〆 Ll_~ ¥台、宜

主法上の救J1~義務と「保;五日三包 i とはそ円十寅・巨向か異なると批町 J 、結論

としご l 白じの責め(こがすべ、拝中山(こよ i)、快人を左右命の民険におこし入れ

たJ;)、上、そ尚伏f'l.]な事育，工るものではあぺすが、夜jjt.関係、契約竿のと同事

音問の院係l 比「べき 'æ'援なλ! 所関係を見ι. う -~J ことを理出 i 、 Jt1Jl 為

による:~果JJ買C ，を主張し9へ実務において b 、例ぇ;工、符 1:日未が、松61

義i芳と 'I込書玄;子」とσ速vぺ:'j甘か;jl~ 1二役、 I 下克~J r;九に対する保護玄任J
(りbh~~ispnjchi dllrch V¥)r山日βcg，;ngctlcnTu::) キ十守定jるのが1下守 であるこ

川市京市判 IR4S・'i' 11丙日集2っさフぢ沿うE互 依に本引i:'::(.対しては、「夕、

引を￥ J 恥什る)こはそω死を~起する，1，;:険のあるう十行行為マ 'b ，:;ν、ーとどU"
されたご小山;はか l各高，i~田:町 73rt か L 、 b、性うに; Oi降苧の問し入れ

在七17、したため、女作が王寺ジ〉危険会感じ?むな〈芳じ中(1)1 I針半かり情的存り

たのであるッ九、そのよう主状況での疋11"行為それ自沖刀「先行行為 である
k珂JFL 得なくもなv、

引なお、これ以前の'"，:::J主河町，13 ・ 10 ・ 8 判j 々:Z3?号23Cì 貝(f十み込みつj1~白f:}'

の|μ]僚がお三者の京11宍行品;こよ)重傷をh たlこなかかわムず、そのJ品l二放置

した事案;は、 般的に 条烈による 保護責任J ~:'，芯めたものこま午前され、

いゐ l也)J、車Jj、而裁判決誌の段山:1;::)，13.11. 7半:11号5'11り8.3尺(号室人で泥酔

Lてし、たι引を保いしてj政刀、f/):::::んは;枚|出〕た事案;では、貫流人が:告趨
意で、 I巳字予が事務官出?こよる， ff~ri[;号 flJ を r止めたこ三はィ、当とて主張 μ たが、

本訳 :/f~:土』古提子れにれ去るここなく j=":H::其却したハ

，: I寺氏 I~主主責任~ 125nl，'J.、 |¥1お民;，)， l'もjnl@旨である J

氏謀本 ，j~Lt ひき逃げ〈て小↑'/1='-，;必犯」うと←町三日呑 9 号 間二) :~ Fl'人卜き吉田の

ー ~.Û、 7: 日 :W:) 三出行



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

ヰて版し~いたのである例υ

i!:í -_~-I ヲ 7塁手住吉良 Hご台i:i ヲる事案でも、 Ir-，j 打。) ~I :H};Jが毘られ主iめた被27人が、

持炉C6'江ご阿4ELてv たよcどt，c共謀L亡、日仏r向者i(i [] 依(":同4.-:J)!J.:児を尚辿

道路iS;肩外 Fl~:こ法実 J と事業(，-:...，:)いて、む和利fτの珠玉二日主Zi判ぽl土、なおf，き、

l~'ij!r\書 3 で、， :;::;小心1;つな事変l羽:;<1、のもこに五いて佼白人京将三何人吾川慌に

人 r、すでに数 H とほいえすぞ !1-'1 止おを J円心でν る H黒木 l土、イ東絞のj~i1.千で

ある秀了にtj'L 、全型E! なし、 L>t-十会出念トこれヰ保護すべき女 fl~ 有す /Jl 一至

った j とL----:>----:>、江被山人円の(将ι的な 1 永続的|主HfOJ存仕(予定)、
ノnを直汚;J.:}j~i ぷ等:こ問、げる会どせす(こ、「幼児を合め、事1 たな)':I司法前を始め

た湯舟に.l;'.'ては、計会的;こも、むた婦とチ↑買えJ 含めた"、イぷがー刊の京訴と

C 1;1われ、む幼~\!片山性(:: u)開の関係(J、いわゆ{)まま之 ままマの陪係(::L 

て止視の~~--f関係に件じた首と見るのが 般的であることい

宇守から r-'fA帯責任 j をJ芹，?:s.I't'1したのであるへ

本子リりと:，'.¥，Jして鈴木古里:H土、， ~!~示の契約あるいは三時専管理研同組こする:

シも U; (f~J 土L右がらも、「手J約あるいはゴゴポノ;骨三日A仲良拠 ω されに事例じおい

てら、はたして民法上山尚たとしての契約ないし事務符坪にそのままめではま

るカどうかはカなり対問 Iあり、もしろ、同黙の手首「あるし，(土明党IYJな当主主主に

よってし aうどんは事実!の1St1，日方ヰ問主主しよとい今事実が戸、徐ムの ?t~~P義務手並i

i曜づける E変も事情の うとさ札、これを説明すιむためのjhょとして契約ない

とJn摘し ν了、実務におν、ても、法

長どのj:J，-:1=的土

<:.1-谷 I1 ょ卒 l ひさ逃げiご対する iL t::]規整」ジ~ 1) 23iり(l9(il):':i民草子Hし主

お、町硝28}"-{込(12)、(19) 、 ~2()) もさ会 ;1戸 kこれに対Lて、そもそもこの佳(ij 

，~'茶 u こ保護京 1工ず辿県慣を成立させるこし只仏)こ既刊を2t/ーもの(:て、前

日吉川、わゆる ひき:tI~~，-r~と 1貴烹弄の成台 J 1行↑滋フこはか胃刑事tLi司付守tll己

(1968、会1jlLト;11961) 出i頁 jJτ主~町~'，c 

，';;史点的手:1日(i引:4S'.S . ~l 判タ 29iす ;-J-:-;49 _~て

を認めてし、 f、

山，1'ノ、義男 保護主任計~~契罪 h おける保~~一五?工の根惚」ド l 川滋 j、ほか I 刑

法f:Jf;iUir)i充血r (10T，、川U1973) 5.3.3.tt (1円径のJn箔と Lセすでに、長島敦 l燃

え芯げと山菜~)ド.1 :~;判事辛:J例情究 T c_ [l9(泊、初出19G:{28C円1J2下[苛杓最

判町134・7・，'，!t滋j、r-i;~粋台にメょする ff~ぷ責任 EEi童 :~U主死罪(ij 

成否」日はか l刑法判例研叱llI， [1自75、初川 i何日 S23~ミ以下巻原 l 百ijj呂段ìk

Bi'J43・10・8のが釈 鈴ぶ;止、「長珂lあるいは「紅会立jij，:j (..::;:るl刊ほを

し事務官増v'JjrA念が桜同されたにすぎなし ι

も"とも、被Jム人~，;: I己グ) ; ~~~ 
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研市ノ

存的.7T::-よ RI~ な斜角￥に位当旬、Yéられ始めたのであるハ

そし~この京民地iOr:判がとを最佼l二、 般論と l~-，も l保護責:千 を、

iJ~1"予約 デク式 Ú， i_:: J:理解せ FミÞ'f:; 8~ ・呪法的に検討する(裁j 二JfY~刀別れるに

寸!)、)，"寺院l辻本c司、j淀川止用肝に7EKlこ忌が卜んされた 山和6:1年の最高裁

決定(三、 l 伎 iIi 人は、産婦人科r~却にして、好婦の依頼を主け、自ら悶業する

伝ド止とがWa第一六週に人った拾見のri!j古"イ丁ったものごdちるところ、臼Eb:!拾に
上り(1-11 午 lf未;~~，児(俳定 CC;、コグラム羽保官惇苛の未熱児医療lよし仙の

整った病院の1"拾を乏H させれti ，:f'、|司!ピ Jj;知人月 l~lF人l に死じする」となく、仁し

ろと主古オる I :J ~Ë注のあることを認識し、かっ、右の位1ft を受け千三セるための詰

岩芥とることが迅速f、易にできたにもかかわらず、 lni児チiぇf了:t与もなvミ11己の

医院l吋にhi.泣L丈まま、ペイJにZ要な処泣をj，;卜〉とらなかっ土結呆巳 IHlj:→の約

五 E日民 iH佼に|ηjLlliを死亡ヂゐに J らしめた lという事実関係l二おしミては、深ぷ

女任者泣棄'eHL叫が戒すする、としたのである川L

本りと〉主的jll当献立:-，んしあった沼田岡I-Y:H土、 l判例 出品i ヒ従米1~~r竺責任の根

拠土c←考えられてきと諸事情」少して、('---，保護の継続性、令、7き受 tプ、
行行為、 (i>ð~虫斗的紘位、(，1) ~~つの l忠三七を 9'1苧〆、本什ではそれり古川、ずれら認

め九れる乙論じ "i 学説におしιても、Jt-1 j'1 ，'1.:)とちたれ〉う|ミ受げのIlhJ要玄が

認められると主張 3れ l(}¥)、い Fれ立よ、完全!こ IW，，[責任」のII、続出な主解

主;とし企がらも、 (rrf-j"1)}j ぞ校J主者どの7く主主円古関係、 ξI~-i21 ~によら被宵 f-j-i-':' 

対するほ設し )1事d夫!打開始、吟行 h者による安保設iK1li-:%]走二ヘし)r河子、，'.-I>iY，設

の緊:'::1.件、午'f~~~可能おの唯一弘保7庄の行易件、の 4 つの考回11-情伊万'1挙した

月これにやjして、末:浬ではなく、「同析しハ事実そのものが母と共同してそ(ij 

連れ平である長ιを昨誕宇ゐことであるし詳細 Lて、予すきそ奇珂J(.::.Jる「史認
?を/工 J を~，~~めるべきとの主張は、 :1:火止 ~'I "1リ.fiLJ 日夕3C3号 (197-lI 106白以

下参照

内最決町{(18・1. 19)[11*42巻 1/;-1良

川原μi同ゾj「半'1解J::F¥A063't'，r牛尼子姉刑事;;;;1. -.TJ主卜参恒三 };Jえて、長決平 1 • 

l?‘1;;刑先ι11を11弓訂以頁(;f;γIレの さ主でμ自主剤を注射 L./~./~(h ，: 、;レ女を

重篤な状~:.i に ~Iíl I~) -ti-た王草案) にi対する、原三H;:男 l宇l尚早 i、!成yしイl'苦最lU毎年芥'1

t自ο94只引けに}人林i砧 ， :þ1J批_~u、教11日早 U99U;':)古員、 l甘国人|ぷ l判JJIJ
'1'以2年度豆tI.訴 (:991) 14S !l、、~~野副作目tJ 主主州 62-{三リラ (1991; 'Z!I良

など参mt
。}色イn1斗、「ヂJ批 l 判例ピ〆ク γ88 :，1 ~j8() j ;)-1頁雪照}その伯、大谷宮「ヂJ

ー ~.Û、 7:日3(lS)三出 4 



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

(立見られなくなコたの (";Jt)るn

VJ:::d4年の福岡高裁'~':I吾支lZ2j可決も、アヲ?をからヲオし!J、契約あるノ:二事務量

埋;よる「伝言芝l'i:1コ を認めることができれにもかかわら「、詳細に事長を認

定した段、被告人が「古川l.iii誌にむしε て、 ft!;を迎えて生活さ Vるこ炉にした

時点で、剥存在である旦「か!-)、二ぷのう正1当、併主主を委託され亡づき交付た語、の

と15め」らiI，/~ 101、と iて、 保主頁f千 を15めたのとある{

ここまで、与!JWJ~子治1h-k 品、!!;誌干U1':;;' .決定h一対 tる許俳在含めに「保談肯

J (/)桜地(範囲)ι関 tる祐[えの(j;ム '1'111刊の肘史的民間を叙込L"C

きたが、当 ::;<}j伐前と μ;-Jtf(l)傾向を小 I_Cいた 1栽 't:) 例!立、しかしてア (.Ï~:111 :::'も

校条項か介 1て r'r;R門官吉町」のな_.r1干手町同1:~ ，山|ぺその校、ミ?れが有岡:こ押

しil'r さずし、長終的:こは、 Z れを主主的，支出的に判断 fるに至~) fのである ，，) 

f工

新ドイツ刑法下における学説の状況

1998守ての量り次刑法改了日J、Ui.StrHG) に工るはl下11) __ 1 ~i 、:l:J F -: "JJtiJiJ.、制JiL

，1871 〆問;Y;，1 -イ;;以来切めての汗目;j~..::. Jっけゐ礼格的改，1であり、れに2つ1

f長)こめつては， IJ1:;2，十~2の変えにとどまらず、フミ''t{:却な 1 ~!z.，:l がなさ丸たん，1，:ùü

て心、 Ho文 -rr.;:王子元的新ドイ、ノ市Lt~~l 条 t 悶 γる学三えの状況や料介等 γるが、

最切に、同改正μ ぃょっ亡I~ :イツ刊以、刊i夕、が〉ぬよういじZ三されたのかを橋市

にまとめ、次に、主節の具体的な巨的を設定 L 、 é:~T、学説をが介等寸る

第3節

主'CJ刊タ570勺(1~188) (il H 、 ，~;;i\ 丈i毛利tJt iLtZ9'2，; 
結子「判批 1日和G:'l年l正可1半;Jfji:.(1州内) 1 ，1汚~なと挙日πA

U 仙川士;完結支判、i'-14 ・ p ‘ 1 ，， 1リタ 118~号ねえ日

"ι ?説における作為:?1>t芳M17i土、 大ま古か、に"け去え一 iば~ ，、 千内i叫J、手径E副白的(甘~) .汁形よλ一"灼可似土却早引戸解呈7カう、

らア雫許2実i主ミ~I:十川:'j • ~実よ1主ì;.ミ質可それ，へ\と B民ミ悶しにが、 ￥弐J 例 Cの〕土鳩号 f仁:一~I'はよ、 こグの"山"微妙ごあるな二
千什ザ，3--"品な ら、 羽刊if'抑例列河j メん、作j為:与与J犯日が認めCらPれ式介、干!要芸嘉?九3な、J犯H山山iリ山i

込退辿;2i 主、 ~'f~.えであ ω が、 Jlz'k と詐北では、 11 ， 2主義務の i)、 ifuc ・ 7ι丈均時閉じi;!.: ら

れていたいかりである。大塚;: (，lか編 I大コンえ/タ ル)II[法 Lわ 版jお2

迄 (1999) G::員以下日町主 =名JW没tI'-l参加u なお、近時、小VIトZうにふ
令殺人を必めた最高ユJL判判仁ついとはも最仇 n7・7・バ別装5t1tきG，;-403良

i1D88) 1(沼氏、中行

参照0

'_''3 Sechs十ピsGeちi:':Z7.ur RefUrlで des Stra.freにhts16. S十rRC)YuFl :_:C--i. ]2.nua:' 1998 

〔且じH1.1. S. :6-'1、

~'!~61 3
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1寸S"iι;;ung

l はそrpillpn 1¥'1巳"討にllP;;

1.iじ ιinchJflοsc L::W' v巳内;cLzlodc， 

研市ノ

2. in cincl-hiUloscn LaJe:c ira Stiρh Uist. :)bwobl Cl-ihn :n sClncr Ob~: は t hat 

odr:i ihl1l ó;\ n: ~1 lwir，:<.;lt hcn vcrpilirl:c¥、11:-;し

und i:ln (:~durch der Gεf2hr cles Toc:.es od出目n2f町 hwere:1Gesuncll:eit"bes 

ch"i di ，sllll見 a 也、Cl z~ wird ;Ilic rr2ihじいちl，;irr¥.'onゴt"ci¥iOlldcll bis ;;ll fu;;f 

J礼hrUlbf-、tr凡↑

2'， J¥U1 Iircilwil品川1'(11('古川1cillcm .bhr hiに iT;;:hl】.bh了引) 討l1:11 ('rkCllll(，ll 

WI:1111 delょater

1. c1 i( -~. al民Vl.(C 討l'illKind odcr cinl' !'巳 rsけ↓ bcgchl.djr ihれlムllJ"Erzic!llillg 

odcr I.llr BcLn'¥Iung iu (tcr l..l'1.H_:nsh.lll :~ngλl\'~'n れl:~t i:-;L， mkr 

2. dun.:h diぜTa-::げたぞ $ch¥"Ce;"2G出，~~~l~~-， e;csb出chtk;;gUllg d刊 Opf，刊誌 ¥'2γ，:rsacht

3! 、むどいrsacユldc， Tai-cr durch dic TJ.l dCll Tocl dc5' Uplcrs， 5'0 i ，，~ dic SlrzしC

FI引1tt'iL対"ιft''lIch l lIlI:(-'!、.lr(-'iJ汁11{"(-'1l

生 !nユindcrschw<.'rcn Faムムcn(~cs !u)只二L;;c日2 i 日~_ au[ F，cihc:l''';，.、LraIc¥'Otl 

Sそch只 !¥knど:ellbi日ヌ1.1 L~llf Jah了ど門 nηl~nl~ t'T schweren寸a:1ヒnl~ t'ら A;);，;atz2$ J 

J.uI Frcihcil日 raIcVOeムCU'.CD:1::トrbょ示乙u乙clγょJabrcnzu C-l~clll"，- cn. -，- \1 ↓ 

川口、人主き-ti.，!)訳メを掲載〕ておく と主お、 )1111浩 「ドイソ刑法各出!の己え

IF_-:~~，:悩7<と新条文の試~J< (1) ，奈良aIIHきi号(1998) ::i民参仇

ぐ忠lドイ，illJi1、〉

治2'21条

辿賢一

1) )、を

1. í~~議C')会 l 叶え笠;こ誘い又:ま

2. 己の保護下にあるかえは|己に〈ーの自J!，(.')援助する設，f&のある!こもかか

わムず、限設のない川、熊h ざらし亡、

タビま止は-Ll()<な憾*設t買の危演を芯起 υ J::1fは、 3月);l!に字以 Fの斗

白F'JiC処する υ

2:' ;;J~の者は i 年11 ト 10 午 JJ 下の白出WJ ぃ処。る

l 己的千快または妓ずも!くは生活~~iin (/) -IE市千三17負っ ζいゐ首 ，F; 

ー ~.Û、 7:日3(1P;)三出 2 



γ→戸量点任 ι;t'J. 'Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

111法からのキな泣 i'，ゴは、 /1(0)凶りでま〉る lρJ)llli去における本')"0)i出生

法市長行;)，'::-ては学説仁、生命及び身休とする多数二ん乙止命と詰る少数説が対;/

L どい允〉こ今、新;t-c:二、";J丈でいl首の見解方」不用され t~: ;"dcr (バ:，j】rC(:" 

TudeS udゼre;llf:'r sch京 erellG t' ''ll r: clh t' itsbèS C]läclìE~illgH).，刑法→ J]1では、第 1

l主主:肢で A' 日目配n を、~'; 2 '主主択 :}z で V山-，-"，問中を処罰~_ '-Cいたところ、新法 1

却では、前与を"に、花計ふ 2り:二、というように長丈情立が明惟化気れた{但

L，:-i); 迂11W、では l乏の 4さ体{正限定ーされていIがい引gcnjllgcllr]li(';ilη ヘ1:/'1日

Geこは町hlicトkeitod出瓦rankhヨ了、新民ではさ .(L士哨Uおーされ、て引結来、 r.i.児同専

問 I -\~ I守山:tfy が処罰5れるようになった lヘ('j守口J、ム J5J，では、 ::ii1、i只
における(¥i目付肘nが Fi eιnρ11 ~l flose Jηge verS(":2( こいよ:、:.¥' ，'rs!'1' 7("llJ 

V:'rl，.l日 nが incicc:'l-:i:f[nsl、了 L礼gcim SLich 1::品L に、以下、

それぞれ晋き吠えられた(灯、ヘ前告を

ic '9るハ)、

rlostich12ssε11; 

して、九の行為会 ~'/l.'者

日 その針果、 tU百fi;，_'LLI.:な健F荷主主掃を忍J叫したず}

3) ~~-ðを Jたしさ l-j二 j号台、 3 'rr~上の日由刊に処するー

2 J良におい、、与はど重大ごはないと与は りけ;コト h子「以下0;懲役(こ、

~， ~.買にお，'て、与ほど宝i、ではないとさは、 l年以ヒ 0-4ミ))， "の!主役:二、災ェ

ャヰプゐつ

lJ'，造京罪の改止点を陥1烹にまとめたものどして、 r~， t.i ι\na Hdrnle， Jura 1何時

!?7 仁laelS:;:了C品 NJ¥V 1908， S. 6;J 1 : Han只瓦udlich，h九 10)8.S. ，~691. : Hcikη 

;"C討ぐb.J:¥ 19り8.S. 4'74f : ¥1ハrke':;Kolt(' n E';]cn Schluじhtcぃ ~h ε 

Bcchun:灯 El'!ii.:lu:rl:n仰 lZUIじ(i.Su日[rechl:-;1'(-'[')I'J叩 esdz.S. 29:':' i，zilir:rt: l¥oHゼ

E;.;;;Il1LcYllι昨 nメ [仰い Cíll\ ~h;-'r ¥I. S，ll¥d;-.r O[;.J TI(J!;llI({川 KSLW.l山自百

ヲ I~. {Ll し、人ノL ンレとノノノテの諭~'kl 士、:ti十の l刊早L論を，:IT:関している l また、

:~!z: :γ i:~~~ーにつし、て;手、 BT.Dr 13 ，/ 71G ，~， S. 3/L， ; 1:)1'-01" 13 / S~87 ， :-ぅ3-1f.， 60 

BT.[)r l'-; ，/ 9064， ~ミ 141

~():J lií;'-~-は、ある市員刀吋: 1ツjt:'げのた科と 約に以山笠さ宅()にされる事

例'，'}/なく ω も、医き去り i されん時点で i止、白只[止 I~íと l' 乃容{みではない)

を、花?i':エ、 IlIH;):_ てt、るい':Sì，::、 111缶 ~f;;i~ 人が 111 にイ"j(I勺なぞ1:lli与を、へ気

カをく迂もない i~ 円~(n~l~"Ül 山F~ 1，二 人置き工りにする事例~ (少な;とも、 111に

不案内な立111(;はも|円i:1:L.の与と依ごはない l を、指す。災計は、改 JL~担 jうの

Lいて引Il!;!じられている BT.Dr13 /71G': 日討 BT-Dι13/;3巨人吉)， S. 31 

この戸、11"ーでl紹介/松討さ孔ている 1山川安{]-rドJ ゾすIJi:j、にぷけふ辿

求罪規定の改止と漬立与九三~..I M湾浩 1己ムdf毛祝賀論ぇ誌編柴委員会「台湾rE

とすと )土町、

5 

11 

~'!~只 13
 
-o 
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研市ノ

r ¥-川町lム【 IIたJJj，、没者を 1--11'1山じ11出会('11条JJj，、 といλむし，c;111法0")¥.ιrl:ls 

日1条J8じは、そ(J)::l:: :tzが九九日11die日11)(:'1Hl川町ir:el'()bJ-:Ul ~， T_eh+ ，;dE:1問、n

【rhlr dic UnLcrhrょIlg11ng. urι ご、chdfulljZodcr "\，.i ~i;;'lhmc dcr:->cltwnι日公orgCll

ルされていえが、有法的 JFlstkhl出百円長原iよ3しλ では、そ1しが 'UbViU];]hat" 

じ-y'JlB in以'.lncrObhLll hal ("¥.kr ih:lJ SO;，SL b (， :'Z è: s~chCll HγpEic~， L;レユ" こな〉

た l以「、前討を O)lll:，1:spfl lchふ」、依討を rBc，st;lndspfl lchふ」、こするに ::6)

18U、"羽では、ード体/各'H の粒阿が、:1 1 源問/iJ、律的読了間 f手 l 号 ~Rえされてい

たが ("Wirdclie Handlung、02Elte!:1昨日.1ilE Kind h:gangen")、f司法 2J~ 1 

守ずは、 子れが拡大した ("dic-l':le山l!，Cllぉc;nKinrl ()、lcY'山lC仏["， )[1 日出:~l 

die ibrn r:llr [0;1χl(-'flU;;gοd(-，1" zur Jktn-llU:iら ind円[パl!(-'!l吋日ru;-;g九円、ertr，11F:S↑ 

」ょに後f!}:のちち、前者を E日i('h:Tl~'、没者を 'Dρ~:'Cllllは」、ど， "うん

このよ与に111法かムJ37法へ人きく改止されたが、では、本節におい℃i二、 i可

を需拡i介し どのように:-~~議責任(者)j り解釈凶:ìiへの小限を獲得すへ〈母討

すべさ丈ろうか まず、 í~が長jC)j昌弘が VcrlaSSt:ll 条項γよえな民警を交けと

1:，う:~ ~~0'~経緯から、志、そしてその前詑シして íjll し、了η1 日b:hl出町 II

(! jみ，)二i到するヂ説的伏況を初介ずる、次iニ、川|重清禁罪という点で深61買

ifl1泣其;j-主と Jh巴す。'2JJ，! 1りf切に却す。学二日グ)状況4キ[j令 jるJ そしし

てれ守れの I汁において 11St1，ぷ貰t:: (-~ ，) J の解釈::i~ì ~-~資~，1-与1"悦行が干fLなし吋〉

を枚剥する つま i}、本仰の日lii干では bl日ichl品目II灸i郎、関する訣論の紹介l

格討を、その後二ドでl立2項 l号i，:.:I-!}.Jずるそれ，を、t::t;'Jとずるυ

な誌、三れらのも(Hfと検討にぼうしては、改 lこ地LJ乙、 ドイ yによ3げるlli長持

研究て自活躍する…'(-':'ーパ一円、-ilfιicdKu-，wr) 的論土J泊、近時、改I正投(1)子説

を主主月同検πす L!~ il-->クス ¥Heidrun Li'cks) ヲ昔古(1:1を lilllr '1' るつ

lu山 cl:lasscn条町0，土尽にi!k!寸る虫干勝守[立、 IObl:uレと， ，う捌;，~~は、すで

に1¥.実ヒウ存きる保定関係及び 11話関係"オ三， そJ，!は!列jえば、 11:歩主ししい

山 111案内人ど、それと ~~:VJ !つなが!)のある守山者の関係」であり、る町内、

う¥:""古五五祝賀論メ定第(巻現代社会とIiマ手法ユ円。;;Ci ~1:3貝以 l 互主照3

(山花 、¥Vilrriじclho.pc人 ZS~ ¥V 111 (1999、 ごち .3111 

()!I fk:dnmし ckι:)cr.'\u~ :s ct川郡山市川口lIld Il ac:~ (](';Ilら注目frc;:h七!日0，':115('叩t7.
(;:n ，:11はじ山口出 Lebt'll~，- L:wl Gじ:-;lltl dl:clhgd，: ludlltl出d~'JikLつ!立川)3 (ziLicc 

Luc;';:'S. AUSSi:'tz，:n.l!statt.li:'坑C'llll:.S 

l229; ー ~.Û、 7:日3(14)三出。



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

rBにlslnncbpflich，とし1う悦全(手、 111法!のえ務を起λたろので，Jうり、 13 

条の不買li不作為犯の詫成における作為義的を{:，;基礎'~.J'[ ;-る、々 のm!.，32':k 

条を|尽く{;!、1，-，あるいはによi予行為に起閃するJ工務」である、 k説明さ:nる"けの

これ h よ 1 し l芝、羽ÎtJ:~ -Ì:H法t おける主体内主主回を折、五したものr，r~_n再:" iうるが、

守口刀:におv てl士、 l1立lによっても 11I法と叶容!の変化は士uとし hう理解が 舵

的 cあると百，て」川+;1. パー:士、「かつごとi円，;.，'jc('二保I:¥I人犯罪 l穿分A)

であ l人保鮮人 ::nお付に it~同ずる nci~ 川\(]:-.P1': il~h (..の必要注が川、仲!封tfに

公式化された占事実上空史はなしその上、 :3条 1i~の.rt::r噌巳原ヨ!がその義筏

(こ?受託する，"ν、また、ルノクスち、 lかつ、と 111慌に、行為者が被害者
に土JIJて旬、持入内総1'¥:'になければならず、つまり、不旦 k不行為犯の1i:坤i人的

地 l、1:/)ν;ーじる 岐山県庄が二二に妥当する乙J"と玩即4して，，-，るのであるJγι 子

ルンベ;，/ク・ j ベシ ブイツシュ (lr問 εSternben--;Liebe: ム Ch:'is~ian Fis:=-h;' ~13 、

乙ユ ~A 工 J セ 叫bcrhard ぉ~rllcn :，;(人)1' 、ヘルンレ :T叫;n !l n Ilofl山)':-， 

ノルァ日L-ll主l!:;Nullc) 1("もその旨l叫言しているl打

このよう l 、新 iJ、と I~ i!、円十九: liiのJ丈t'f的な|なとf¥説化はないという苧誌の

珂両手かり寸オしば、 保高責{J (~-; (!)解 fj-~~~L::1f ~また i H-与なし i ょう i 日同わ

オiる i議論の中'1、l土、税ィtグ)ドイ fにおける不良JJ京引為m諸国の議前九大17[.如何
:干名るこ}になるか L 、少~:{ではあるがこ :1LiC ，，; 1ftする f2.併があり、 5 

) nT-Dr t:~ /71やJ，只 i4可日;-Dr::l ' ~~おí ， 5， :~，+ ; ni rli-;:; ;' HO(1L:只 lL: 

これに討する批判Jとして、 H凸rIlle，Jllra li)98. S. 177上1L77 : lrenεS::ernberヌ

Lil':wlI ! Cuisli札11Fi日!.J IIIど11999， S. ~I 

， "斗〉円 χS:，¥.-¥ι1 (l肝心). S.49 

LllCb;， ih:::> ;-，; :'~ZulHç， LaLbt':-;LhlH l. ::;S. 191.187. :92. Htintlc， hlL' 19%. S.l77 

Chi;:;tian J;;g引 LS 21川O.5， :~:~ 日同r:1be;-gしと川河 fis; . J;.:raょ目的 S.4，'

Ebc，-harcl Slnc:-，.scc : in Fricdrich Dc且ckcr/ Ebcrl:::rd S¥.rucnscc ，，' L;r"u!a ~c1 

lr九 LTjl し11S'-cin ιill[ii:~rllll ，;;; i;， rlas 6. S:'1ιtfr，;chl日ハ[or-cn応じ九cl乙1998.1993， S 
:37 I¥ll. :-34、zitieJ"T: Str~;ens 日， Einf i;;'.! llllfL S.... Rn. ...) これによ';-l、 Bρt 

f('\l111l只中 r:lClll!二 J，，~、〈背4 さオしみとの十，;弐 fよ、 氏。l1c， Erl山j¥Tll円以n父 山Rn.，1. 

Sh:'lEltH':-!'g Li~ben ~':scl; ， JUlι¥ 199汐 S.(i7 

， Simclミe:C三inIηhncnIT.S. 37 R.'.l.川

町 IIuラ:-;](¥.:ura 19由主 S_ li';; 

:-IeolLe， ErlaL:LerU:lゎ子。， S. 30 Rn. 4 

相1'.JllS 2:X)C， S. :<iも湾趣旨かの

二日誌57(仁以)3)2:~09 Lよ:JoJ



。〉限度でiF-l-fr寸るl内怖が£ると呉iわれる

休に問ヲふ/，?数日~c;つ見解み紹介する前に、

同しなけ;fLiまならな u

研市ノ

もコとも Ilr:Si.1Chl山町n.*~~;;f) キ

ます l 口]~tich l:l :;~ell 乙 L 、う概念や~!.~

L ゼ "1日記n か l 川町tichia~;sell へ改止され 1:趣旨 l土、 汁h:il'hl目白"しいう概

念は、この実行のhi去、.Au，;[此nl，:g日号d7) 言、 ~L::m]的な V山-，-"，日C;，のみならず、

JE助長夜行が、 f売上的の尖1'7(二向か今状態にあるにもかかわらず、それを改ゼに

枚挙するこシによ J 亡、 U!'され初ゐ、 だいうこ，t_~>土J~>{子以、よれも巾」挫;一六現

した J 三説明される 12

では、 1 f:1叫川l山川口へと!ぇ:与れたこと Lこよコご、共向日Jことのようなヰ]

問が民主主1ミれノムようになったの戸りペヵヘ、じ;よしはず挙げられゐのは、 打点師が

似宗ν4にいるにもかかわらず、必要なJL泣を講じなし:で出者を危険に陥れf貼

合 1r者 ~tt師事例 l) であるらこれはつまり、「不保J1~ I !;，処討されるぷうに仕う

たという己とじある" f"UJWl、故意に1ぶることやが;泊することによっ亡、自 i_l，

の行為能力を挙へ行為、制:を続壊するとでi'TI;j，みドアイ[')~怖する行為、慌を以

i'l表?-fi.!.tが該斗 i]I!!、1互には、 lA条の越市の円否にf.，I'係L亡、 r，w、l、行j
為川l:'ei(，苧いのあった、行為主力、時打を得た帰:誌を L ないで被7; ι を1P: ~f~:二百品

市る場合 (1オゴ帰途事情J"、つまり、わ為巧と被害巧との住宅にある学問的/J詰

所前l唯限b解消しな~ ，行為が直扱 (unEli ~，uJ b引 1 fr:l'¥LlcじJasscn (.::当λるこ与

れているのであふl:;1;l!l 

このよろに、 1m只lichl乱:3.'，C11が相当広し叶 t念、 4なわちJ、泣助1為の抗棄ji戸、

ぷ BT-Dr1B ノ ~38ï. S. :34: I:L'-Dr 1:) /7164， S.:-3斗 しか l 、こ C) 己~J.正;ょ P人と

のさ時，.どま f、ru!)、における Vr叶八:-¥('!lの激Lい解釈論争ド「内J、者の

鶴の ;; : (:印islaturisch出 ¥lac!";::，vcrt:'で伏フ汗をつりるどいろこと h も主:ハた、

と引 1向さ tl~ てし ι るー Lucl~s. 1\，"引に lZUlè ，tslal つ ~;sund，日つ01: Kspcr， ZSi.¥V 111 

U999; ， SS. 49日 [，[μ、下じれける V(';1ass【、"を]"ちtic11 1川町"とML 1二学説
/うえ採j甘されたこと仁なゐ この記点41-ついては、 FC::01.11zi:.;， j\.u ににじ~Z 1.1 tl仏 5
1;;6. .10.lf 

斗 Ll:cks，ALlssetzuLgsta~Jesta11d，日つの3

2c [Ili去:での簡単と ~m~ì~状岬を合めて、

キJ パーはこれを， f{:1"!:玲戸非典出的
とし、う

KU;)CL ZSl 仇 111(999) ， ~. G3f 

~(;ogll'2.山o ~'.~ypl民he F只lll:')

'::1 l.A fーの ζうなiiイ%tっしhて、出jυJ、Fにおνても苧7説品ト設;訴危があ，，(に干二
つtいλて(は土、 Fe~outzis ， Aussetz~l明日 161i'i' 

1231; ー ~.Û、 7:日3(12)三出町3



γ→戸量点任 ι;t'J. 'Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

r~立葉された長めのあらゆる形思"おと L て巡鮮された時行、(かし、手:グ)よ

与な問題が出てくる i二一ンウ (I')wkh:jr(， L~:'nh) ¥よ、，小祉ながら、 子

。)1.占いけ、作 iのえ;コ!三 j宣緊 cntYJÎtな也ト吾がイf としないような、よ乏なる ~II ;J、外

的義均逢jえの場合をもJ市提 tるのである日このこレ;之、足:2l什さる、そして受:j 

入れるーとのできな，，-.;lJ :;;I)性 Lの範|河 n~;rt7てを阻止するため l 、

という紋念y;;:~;'A --}るよみ命じるのである J」l礼と述べ、 J:r凶ic;:l8sscnという

f司会において、 TF1S，i(';j1:-h:-;(η 条項の適用申立阿の隈:三千同乃ろだし?のである

I:r!叫i仁、la、山口

.. tt f幸町i，::::土、 般的な見解によれば、思 Hァ~，らの訪暗訪問の ql LI'.i.¥をf巨戸干した

-}J十かり:1け[長、ある'，，"-';' 緊急の~'Y-r.rl中I しがあッたにもかかわらす ;;~~t:子せず、

めるいはそれににさく ii~lt した消防 I: ~，_~おいと その枯工、核予:JEに主j、な身

仏海古一あるぜ、 uタ10 亡精巣ァう;''-エ乙-r~J訪台に巳 "'討，il'h;as:;C!】主羽を丑じ C2ぷ2

号あ必いは 3Ji[IJ刊宅情されることし心:ってしま v、かね'J:(" 7) ，. ~25、そのよ λ 士

山)nl，;にj は説明で#ないのではないかというのごある J

では、〈ωょう lFlマ Il:1::;liclllas:-;cn;長攻 ν〉追跡純1'1;を ImsLich::，lSsじH という

司念を通ιて限定Fるのばろうか。イマ 〉うは、 Tr;l 'St;出 lassenの l語義トイナ

ヂ!ずる強い台7I:s'jな耐li:IU'itttrを11員イプーる主i:ti2t.kiい (Nâhc \，' crhâ~Lnl，，)..1、オい

換えると、行為者と被害者との Iヮマ間的な対内関係J (Ver11引 :.11le' 1 '11 

r ，j u~llticbctl BcicinanGC~.1 が Jm叶 icbl"s只Ctl という 1既;念 b'üt祉になっているこ解

このようなは九?:ょftl: 、 7ノLツト ヴヌーパ (Gun:同 rAr叶 ~.:l rich 

i1、ノ己nじ)

択する 1叩

ダコ'イ¥0¥じk:r!口、〆ンギール (RLldot[Rcnr;icrl却、マウファハニシ二:.c

〉ソ K ~ll~ ぞ! χS十山 1 U 999) . S. ;:);.~ 

2~ L:J.cks. i¥ussclLLll二閉じっC叫tand討つれ

" Blll":d"I;;le: jallluぞ:.elpng肝 Ku:nYllt'n:，，:r，:12.. Lfg" 11， :¥ufl.， 19自9.9221 ;~ll 

~9 (ziliefl : J札h:ilie，LK， Rn. ...} 

何様乃批半1;:手、 18i!、:'i'号討し 1 ご、 γれ~;i川rllを J，11叫】d，las:;じ己のよ「い辺角幸

子る見地iに対 Lて:IIJけられて "λた トe:out7is.AりS吋廿 ;11[';，S. J行7

出 lulE'.L:，LK， Rn. 29 

ぐ;1HltlFr '¥)'xL Ulricli ¥VehFl. SLr汁 fh'cllll-3C，，，，t;lI(:Fcc.'r Tt'il 1←lirb:iCli ど巾，iO，?:i 

36 Rn. 7. tiì.デ院係にあっても、ニの!?守王;J.~-i: jl、京がなければならない、こ主張

す一。ハ

23 H.udolf }{e"gIer， Str:d~'eιh-:: Bεsonderer Tei1 n 5. Auli' ヲり0:3.8 I口氏自 11 
医師、治|功一軒、閉校官、権限のある:;):主要職員!;:、紋f}))U警にはti~_亡 M るが、

i寺山j~~1f;保共γ:;~ はな~ ~ と l張する J

Lよ321m
 

m
 

仁5
 

fJ叩



研市ノ

TγJν ト(，R，:i 川、arl1-I:}ll~ 社ch;' ':;'(i ，川 rich-C~lri<:lia" S、hro(出r ユfanfcrdI¥Iaiwalけ)"" 

によッ、も t:~t 主れこ νる(但し 二ユアンスのノニはある)

次に附認となるのは、そのよつな|品保かどのような意去を付してv るかであ

るパこれi関して/工 /ケは、 t 町内な J止法/対l仲司係のι在は、「品在す
る保護命令を:直すする特別な期f与を基政づける と説明寸るので志る。

3土
今~ イー-/今{ム ~~llstichlasscn の概念中には ):?I~J1'1りな汁時/近最下ゴ

係が|付↑ムいており、これによって、，".え Tn::-;-Ì cili出以口栄]耳のード，q~-!;市東j;江

り保障人的J辺f止に尚 tる交1:京理.，IJ?JHが安当すど亡しても、。、な13-k;i. 挙

げた:i守合における f小当 なj吉;命を凶 ~itすることがヴ主るといつの cある U

しか 1〆、これに刈(て l土、辻、ノレン=戸ル今ースリ1<円nJ Wol;，~:r~ì が:穴のよ

うに批判lしてい{)，)そのような丈ζのあ。挫の限定は、「子キストを誇，t.，トる

ものであ"、強制約 (zwin日目cl:' 古間的(ご解釈されj 、白12S3ε1とし寸時[;t;;-:
;こもはや f} オセないと v う 4、史ちれた~: ~ ~J三刈J1ょにィ清するこ J1つというのであ

〆J また、ルックスも、 ζIn:sLicll:，:sscnζいうは念か九州民的な記長弐とい

う要素 U..r十j てこない、~)) ;'-f U、池旨刀、九しても、そのような限定を「るいかな

る机犯も折不されしては v な v 、 CI ノド帰it事 ~jJJ がすべて不可罰になってし

まヮ、と!て 黙己か iJ、してし寸る ;'C

そこ九、この土うな社u干1I チ~!ト、/Í ~J ←ンうなここ附也玄 ;i を共有しつつ、

IFl~ti:;:-， las廿n 条去の造用範囲を Jm計 1 に h 出st'!~戒/-~ おいてではな、、き掛宅な dつJ 

た!山』ι.'-{ρ桁5守で、コ勺I以止以L疋しよそう1と ，.一るσの〉元が、ノイ 守~ (ωuリIf凶fri児cirι"'c印III巴守1引:'lCl印ιU叫l

?先uにこ訓飢:べjれuばz、 Fノマシiょ、 l特i]:Vi'lL:主的J!J.接芸」乙吉つ要玄を見出し、そ

れイト TlE" Li ch 1 ;:s:， c:~ 条]丘、の Hム、 1 くよねち í~-Hベ人出池f.'にかかる限定ち:京こす

:~) Heinh日ム ¥Ialllιcr." rrit'dric!-i-Chri日l'-'Ln‘':;Ch rÍ)el~er/ ¥Ian特了d¥!ζ 川 a::.1日traf町民

Bcsondc:'cr Tcil. Band 1.. 9. "'¥ユ[1..2003. siイIIR!:. 1ワ lmsLichlas:-，cn ~こは、 !思長正

義1芳首mキ了'1;1;，~;用意がむえといるよこの j"1刀の fl 与 、11'1'.{↓c ( ，)(古川山口 n

Be re i tst' ha;"~5e r k~är~ ;ng山sOb以l:spflicbrigenlキ4引な近Jλ院係がな1;ればなら
ない、ど干援すふいなお、親族の場作も否定すみ主うであみご

5U !iihnke. LK. ~n. :~:~ 判例守的，， 1宇 'i'~!;;:場合については、 Jah内1;:2.L1-<. R::. 3~l 

i'J{l1t-しい。
11 Eckh礼['(1Jlorn Gv円引II \\'0-::οl-~;. S\'~;:cT;la{i 引 l-;cr Kon::n(';-:{;-e! に4.Lfg_， 

A斗11.， S 221 fh. G Cdiゼrt::-lorn Wu:Ler九日K.Rll

日~ L:-，d::ぉ ¥n只S<..'LZllE，;.;;:.;l-:L:I<..':dけlHLS. 205 

l2:n; ー ~.Û、 7:日3()(;)三出作1



γ→戸量点任 ι;t'J. 'Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

る0)て主占〉る， " 

イ工ーンケが問題とした弔問にお d土て、 C. ，叫 ichl出se"; 条J~l の治.l!J 1ン排除す

る埋出~て、 ノイ~? /がま Fマバfるθ〉は V crscLzcn 合'::~Þ'. との 1 'k: 1i'であるの

L引 setf:'71l (}作為 jl~-("あ川、また也の犯罪行日j株に、その小声止イ<1tttJ:~は bk

すするが、 そ弐だとすれば、 13.t~ 2 Jえが適沼され、減草子される ~lJ 能性カある、

it!u)で、 ;ιnsticl山 ssenJ:):'真iI不作為犯と即断，た場合 i出、それには11条 2::~

の適用がな v、子め、危険か不主主主:'.r.)に弘主主し行場今(¥'川以しJ叩 j の方が平にそ

れを回避〕なァ;‘つ穴場合(Imsこichlassen) よりも lよしっ(仁1¥.， ，)乙吉うこく

になる、しか〕ながlろ、 主訂SCLμ 条収こ 1m日ll(");1叩 t 条頃 ζ ずは、 11げらか

にヰモイふの的I!i;に友1えがある、そうだとすオ;工、 [[l:s，.ic hl elssen条項において p
条フ]耳の且用がないレいう意味、での主主い立{千をた従づけるのは、ァド科、 r

U目 setz印条項よりも以定されτいるところに求められるから、そのまを主体

;こばいたさせなけれほ、三九ない、とのである c つまり、 Iλ 年八::0地{すを (~J' Iづ

治的形でト;n:fE1.なければならなし与のとあるねι

このよう lノ-:"<ン:二 i長Lて、f:.1主的に:1、A、グ〉ぷう l 了ηlstich1 a日柑n:1':、

J!"tり寸て伎を限定する 主主おか、山(...1.ク)--f" ft~刀、羽実午」に7キ境 l める:ニ向元、かわら

ず、帰 r~ しないといっ上持ハはもなお 不帰王手i'jl閉じとして 1[lJ "Lic11}川町"により

捕ilE~ i~るべさであるこい行訟訟のドヘ t~ こチともと" 'う河係性に左目し

て、 T î.l :--;tιchl 訪日口長一立の上 f~~ (保忌人間池1.2:'ある??::かかる限立て夜哀い

して、 I，t>l主的 主ャ公前な J 料引な i;;j立さ Jを乎げる J)であるυ ワまり、時'rJリ

な J!i"烹 ι を"i!箆月に時併するのであるノ只休ü引"よ、市IU:~U~ に主従づけら

れた政均:1\:7与を;I'iH干すること(霊祭λ 司、消防隊員、.~0.:命院のjデ之助長務 I '二lJi

~)tÄ待を .J:!lえ t'"同人的な関係を主えr:t山信任問位、しいうがご主?の也、J照的 ， ， 1ム
会的な科目1:なu.t宅さのある場rii，二、全体を以えするの勺あるL-Jiυ

:n l.llfrid ¥ell;nann， NOE1()、K()n;EIPnlι]"，])(1.2.2 え:;fl.， 2(八j;l.9 221日 24

(;~i し:C rL: NCU:l1:'ltl仏 elK.R:c. 

も" 1:もこれに問しては議論があるハ河川 FI;PiTl， '¥K. T(lI同日

斗勺;，ieUlr.21，n目K.1<n. 2ベ
川 111法 i、においとも、母手目しつよ持イ7と掛かり付けi矢 c);l1r--とで結l布を〕てならし
める見鮮はヴ在したρF'L，':Outz;s，;\è:S~οt7. llng. S. 1'12 

刊ClItllClJlll.NK， Rn却 そ Lて、このどEうな防-f:f:は、 If~:点的 1 ~!i; I晴人的地tケ」
;典閉山吉;はら1いこ、〉言う A こtl;，，"1 L ，(、 OIJ¥-;u河川1ichtは、保流出保障

二日誌57己主治)2:~05 Lよ34J



研市ノ

~ 〆ケを'lt山したルソクスも :ijJ'¥'設の帰結に宝石問、|舟人が夜七者ある

いはその1*~~のない4主主に対 lj-c ま告に桐人l下，な芦託に長ついて、 1f2HtO)実
行を五務つ口円れてvるか否かかは定的である c~: ~て、兵件、8'J には、行為者

F 被￥J守が道:1j~である上うとd:士い情l入門な院料、;変d戸手てを援助 rω こ》を義j奇

ッけゐ契約、を苧げるのである lヘ
以こが少数以(1)f，~J.'よと T あ念 (位、これは;-，;-~:荏E任 1:， 1V;-; J り庁ドイ討論に1fif

jp:oそし子学，Lもの子布している六ろうか、 二の己I ネ半キ寸挽~~ "j-ゐο

ノょ /ケなどは、れ λ.lstichlassen条項の主イ?訂正不良止不作為犯Lニおけ

るi以降人U{;地付にある苔である、 b) In;sèichl山~<~n ~こ当たると与れる「イ、川

送事例¥あ乏いはそれに熟する事例)c、すなわち、城戸長と'-;"'IMJ均に離れた医

師、警察官、 I十FJ;~，権限あ;{)f&JVj恥tlにぷる小救引は、本条項の泣用範阿か
ら除外されるべきじある、と tぺワワ的前祝鋼板仰をもコて論じている一位か

子のよ}会事例が占七?のよ持 fT 、 4古車的可U if( ~ll と仁、処河芸れ~-1 るという i吉

言言i土木当であろへ、 かl、次ωよ刊に、北が11→の併釈論仁はなとみlくいと

思われるの「ある 便宜的vこb:' jJ' らJil~べておころハ

まず、イ工一/ケなと JニICI"jるlltlUを児〈みると、ぃ-1;; -，'d主t1~~ との|叫係、

(しい I不灼法'jl例」の処刻、 4平要な骨桜;抑拠Lと

が1+凶+卦iにおν品てlはよ、 J室哲 J せよ、 l 不可、よ」にせに新ト?イツ刑法的よ与:，-~î

問均断附はt~，~:'~:変 lU:-. て不安である、とは必ずしも言い切れなし;l~'Hi- ;fIj~)、

ヘω改 11己主請で(士、ょ主隔怖かんの l扶養料 JJ川、品[了i土、 17告棄Jあるいは lふ

保護J 1 当た 11 出ると、政限委竺かせ;-~ 1 にいたが、それ以外にi宗パ議論はな

うった())ーとあ令。つまi')、 ¥'( i:長(2主lト)t~R1j 必 fl もl明らかではな'"-'1¥(:ヵ'"H

におい ι;之、それをI財 d~ ~ニ;命じノj ニム J 主「きな、、 ま庁、(し、}ぃコいては、

Jえがr:f::(?)場介、特 lこ保詰責F1¥]雪きぞう「にあっては、 lJ常でj と ，...1，保護 J こい

う2.'，)の行為が予どされといるところ、そもそも「不司法f何」がfl;乳及び字二

品におし、て、対1~';] ~::情ずるのか否か T C， rJ1:，.i:ilが同まってしなし」ヱ;例 lこの廷

の守T宗[土去年である L、まと、技巧土この内に 3いて明確に百及Lごいるのは、

人的 It!1 {ú:; 、 Fkis:，an :J叩 fk; ， L(止、 l広腎(r:;似何人的 lLV. {Ú:; 、 ~}1-:，し、する乙しう見

解1し亡、 τlorn/ Wollcrs. SK. Rn. 8: Bc川口;FdHardillluc ~"r:~ncl: (，llcr 五ο t:l

i.lellt;，r， G;l :-;， 2.UU日長つつ1r~ r:_ 14γ 

~33 L，cks.λLlssetzUEg:st:lムbestancl.S. :::06f 

ー ~.Û、 7: 日 Z:!S) 三~:;(l~



γ→戸量点任 ι;t'J. -Y!山における「}長在"す任」につL ての一挙，~ フ

尚之i工、川 l幹j が、税拠は明らかではな t1刀¥， ，1、保詰 j と0-):!，~;係で疑問を

にF-.L， I治、他方、 111中Jjj が，立与さ」との関係 Cfrノ-e-dるくらパなのじある'-"-，)

~(. 1--，てこの問題;二、 rj宣 :~KJ L: ィ、保己主」こを概念|どのよ λに"'3dするのか

Fいう七j提問題がまずあ(て、「小帰J主計iilJ :7)込用は~.;- ;/IJ-えの問題である I

)..:-Jツ刑法のJうに、 V(山 LZCIIとhnぉllchl山 Sl'l¥とが凶hJE出 ιLagc"のな

l昨日jにぶつごlぇ則される'"のとは異なるりとめ匂， j'1ω1'，1 においふも不

が 江:業J f: Lて処罰きれ持ωのcあれば、年純辺善{::;I-におい Cも
そのようないわば主い主任を r;~)九告に負わ什てよ¥.，(/)かが問題となり、池刀、
I司、打点整 J に当たると J た卦--(:tはそれが判まとなりないということになるが、

こh二、 ij宣事」や l不iおむと!おう収念行中に、1-'1らかのも:表争託九段るこ

戸行主 ljJ土、単純 I立葉山の+体と -f"*設計イ干音k1薬斗!のそれよ♂;一色結，~，議論 iこ

なると!日われる灯じある

ネこ aiについ L内べれば立iT畝竹によ札;工、 rEs~ich;a古川n 条唄グ) I牛

i土不弐 jと不作為犯rおiふる保障人的地七'!_':~ヰノる省を足立"来するとし ζ いゐ以と、

持↓う2(1コ宇情がない~:)これを間「こ}はヨ難であ-~ハそして、"工 ::--7、二、 PA

帥としての身分;正、保障人的地位を、そしてそれ故:ニ涜渋川|を恭政づける c，J

と l伝する Hυ しか J も殺が;;1にお，'ては大きくわ情が宍なる J まえがl:.r;l(j)通

説は l飢目立主イ下」を作為義務こ 'f1' 制しているが、 iIくか Ii:t1tJによ。， -;;i~ 

~~出 íf ，の只付可として挙げられるのはち祭立で'"り、「与さ約， Iぷるそれは

ド川市であった HI:'1f}-(土、収察官戦続執jl 法 3 条を校予~τ する 涼民主責であ

るが、そもそもそのこと肉体問題となっといるからである υ ;l-J!¥ニ下J例トそ())よ

7な事案[ょ智治団".Cあり、圧倒的多殺の凡骨子か民法;の吠安義務や:旦交法;の10::

;名義務が 'j昇二に直柿しないこ kY 口;禄l二、宇f了成i';，の義;{))も「保護主

7千j にl向f苫Lないとする 0)である。

このことは、 c7;，日0)場合も!円J後ごめる{ 医師i1、 ~3条の c針決J旨主義拾を l つの

恨拠に 仇(議員ihの自二泊寺半:i附する半':1刊はあ--:Jt.寸冶\日~5i Iは阿υ、]司会

林了各論 :6;ミ

I ~)山 1:' 持論的頁3土{ 7 :' 

↑I He，:'bel十 Trondle Tl:or.125 ~-isc ょ三 r ， Strafg::-se了zbuch~，nd 目εbengesetze，5:3 

.'¥ ;[1.， 20υ自主 221Xn. 7f¥zilicrl: Tro;，dlc Fisch"j" N ... i{n. 
4~ J:ih:--， kt~. LK， Rn. ~~; 

パ J 例;{U'、 i叶ij~tlm 本池百明日・ l川 J品最 U:-E:i {j:~. 1 • l;)U)出

二日誌 57 己主jn2:~O:l Lよ36]



研市ノ

1 J見 J");'[~(~/I芯jJj/診療-lC:務と O")I!，引仏が 時間服とされ、そご、戸は、l保護責任 j

に由利Lないと νふうテとに見併の 放がめつに，，，-，，- 最近でU、l司義，fkiiiL入が

3~む i' ごさ 1 しるここに l民旬、在日照を不す品伐か、 R事rょうj、野においてなれている

のでま ωl心、血血1I 炉 ρλ 身分がfQ~-女「保設貞{工 j をコ主くのでは会く、 ，~'.~i約千

ザ13主け士どがそれを導くのである

このよ人に、 iU、はめ解釈論のは況からすれば、イこ ンウの前隠それ 11中

tg1 ~Jì γ ならさふ有 1洋な v ミ ごは、ノイマンの見解 t一ついとは、レの工うに持1帥

ヲる二三かできるたろう泊。

ノイ γ ン:立、 -r.:Lー/んらと刊誌玄:社会J'dlしつつ、 V'Ct町 lZUl矢頃と

1 LTiS:-j (' hl ass(-'Il条項とにお(-j-る[了おのf外資に 11 にする 13条 ())j~n-J uつ有迦 ζ いう

飯占から、両条項に有主i)，{)ーだt主的なj主口、性のたの有ィLを顕在イヒさマプ-i'.-C、

Trli1条項の法定子fl];6;irij であることを考掃しによ江川ich13sS211条項の実質的土

産u、'q:(/) i，-"ij ~~官、以降人 1:1;山:'-1すにある Jf というま味~.'U) tい、(i)司令苅に1227正要玄

として反映させたのでめるが、代右 IJ;l(l)半粍選~;，w と i恥日主立 11 主遺 1よ2さとの:Fil

にム在 T る jj、立;利の~1'l苦な;r:を〈追 iL':1:あ-~しり止直 ε千!こ関係づけて保務員

11釘)，山桝釈請に尻島iコせふろとしているのと、実質的には]riJし}Ji&Jであり、

その，EPまでは， !\:ti;;jの附釈百~ù~資し得る可活性を有!いるよう (， .:H/、われるべ

Lかじ、そこでいう l心理的 社j;~ド0J な I tt，:jな近殺さ」という視;士が':11
~5: Cl9 にすきるとし 1 うのはひ t まず仙くとし亡も、なザ如1 人的な:司 -f;0:.:.限之され

るりん、つまり、引烹円:;:.このみ;f般ワけりれJ三、成人に Jって除民主されるべき

殺t}J，羨fj}.::計1が排除主れるのかが結論の当不当にかかわムず明らかではな

い。:mて子。〉場グ?とFて阪などの場??丈 l，J比するこ::，よって導かれ;~-*(ニ、更

は結高市内先取:)Iニー「さない k うにも忠ゎi しるのであるべまよ、ノイマン;之、~{-果

布人ヨ体によハじこさせりれた市:ぬの山政~，-.: I 持合る、 l~F華人。).t~~-!I な

人的な管轄 (!)('SO~:dCI'L' ，光刊誌 jn~ichc /.ustandigkl'i:Jの観点から」、 [n只l'n、;:zIJ) 

i 審判決心あるお l;~地七 J1主主刈|辛口 7 ・:~ • l~)刑月 14 1B :j~4 う:7 2;)9 同{積伝)

そこH包
~山

口Ij'::革主iま i)+I~::]の診療什さ受け又務i主反と rlj 事古イl:J 封、子治義qì 主:号

09í，~_::' 24玄、金沢よ法「包中1のISti'3義務州予主任 J!:ナ11，)'47巻lU号([!)円

10t(:<->~~o 

"1'，拍C:革推 I己主布グ〉止、百
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保高J..任ι池宮叫における「保説貞任」についての一考t'fげ)

解釈品にとのように反映されるのかが羊要な問題となっていることが、 W2節

では、戦前の判i叫が採刷L亡きた「保議責任({;)Jの法律的 形式[円珂 r~Yがf~~ ノァ

に放烹され、 J)!u:はその事実的・実質的理解に落ち着くに至ったことが、それ

ぞれ明らかにされた{第 3節では、 Imstichlassen条項のi血肘範囲を制限よる

つの試みであるノイマンの見解が、肢が阿の「保設責任(者)J の解釈仰と

|司じ/出向什を有していること、しかし、それにも未だ不明確な内が残されてい

ること、が明らかにされた。

以上、第 1京ないし第3京はその紙悩の多くを片言史的な整理に告やしてきたむ

清白章では、本稿の検討戸時亘である rj扶t養育{千(者)Jの坦論的解明に向け亡、

具体的に検，ftを進め、最終的な帰結を示すc
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